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最 lHt~if究の意義 1= つ l.1 l 青瓦 L てける。 ， Jす・汎のJ比持b
j交通1{.bf変hl" その対象£定量的にゑJf{.，7多tの1:~決定
也さ"るz得小 E乞¥Jフ事安Z十分ιω希j童して〈広て IIfJ 
l >C~ しぱレld手j‘"将.
どど.瓜 たじか tに二. 混交の ~i;1. 左 t1# I-:'}文目提可舎ものでほu
u〆 定を/J~に表 f~可従可基手1."めリー ニれE対象として
おこ tJρ れた最盛flÆtf!ft の \~tl 泉 11 象作イ1t・めることま‘
I~ ，乏 'i 認筋~Z /J-<ぽ!零IFJ) ~o この後の主張E、より
殺松aJにjゑ閉寄る tJ~‘最晶化成宏の t結果 i手， その提示の
さJ/t%1二よヴ"z¥1. 技術右勾総合的判断ヒ佐佐治の1.NJaJ 
3た併の指針として fZ乞らう会るので';1)きとりえよフ。 める
支定η威!l)・不(ti(r:lJ I享‘ それま行う人が、核耗に 0、らみめ
った f~1交の手足象の務側面￡ 、リ、に婚訴しzけ多 A、に 1'/)' 
ワ之けよう。最晶化研究の飴呆 b 現象の諸f~l白の- -:l とし
て、弐定的-，f}X与とはうっe
糸筋交の第4寧td"-. l提裂に侵犯されてき r~1，fNi1棺の'-私
才￡五寸，~;・さに訊ぐ 何が主零TJ.間思?め 7たIJ"~ 8~1確に
レ. をれヒ i司8今に‘ この間惣左足聖的に ~í足す 3 二乙正試
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京t'瓜 星，~才￡そのるの￡ f夫定~ j 問t~ J:，掌稽ゑ・多
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1f)f9'1とし乙 1-. ~;;・:- ~&1}.ε ßll: l{~. そ;flJ:1 c1る実体
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G対ヰの3皇位・糸却句ヒして主 TμiれJ!8.~、 1ßえして u るす
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βIJE の fflfを L た抗佳均質の34ldff初ー抗日8~硫Í!J手なの
盛リ?'Jうあ めらかじめノ建t5~棄された 15 d.~雪面おぎwヘ約l
zkg萱住込み"Pr-r子・ i色気・ 5動支.pH g苛定例直1:翻をす
る.尉ヰでめる段差琢IJ. '3 "'-10 8間続<.ぞ防毒i間Ifl二
間げつ的1:1Irヘ条1]Uされる. 一才草白井絡必書'ft有
馬とかq の吉Lし正午三乙リ〉考tÆ.;~IJ りわ噌告白身老面?
で・め1)， 4害訴期間'fのI続;1初動lJJi. fJ " I d括託老i手10お
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リ〉ぜJIj重度苓左渇乙之‘最も従:有的と巴われ会的f.)-z、在
鮮が-lT切られみo fI;転t;fIJ， )菌気量-活動ま-~仁{男持芝れ
る Jう、白動制 f~rされτ ける. pH仁関司会託軒1J {11~ fJ" ¥h¥' 
r~~ ジJ:'" 笠乏にすれあ rJPH-由縁。t推定之fhaのZ¥ その
よう句読さ邸経畠乏Nlら1!:.るぶフ努刀司会 It専があう九と
l本ぺて u争。~花住均質のぞ訴τ'1手、ががの佐官 1-:.t}l色ι有
え6J/1. ~ ft[ヂと抗生'PJI貿症患 1-:.あし巳pH会1とがiまって¥，) 
否 =ι\J，品局差説的研究D、ら均られて万~. ROJE i;).、
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凶て l}eo彼01d-， 回タだ併における最泊元自度臨綬Z‘最
丈 j定n~τJ 1) 1Kめて¥)るが、 ごtLIJ. ~~舎のイιJ歩及必:l対
象と L た最i島~皮〈分布作間 q~ 多くの珂究の延長線工にみ
るt.\，)えよう e ユの~想的rJ 者傍稽f品殺の前Itf7Þ付して
KINfi 6 [幻i手.E47的にー 庄が超度て"実現しJ1ι可否長可
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ま素化2せ多ことま主笈した診ので'めれて、乞の遁/受のi笠
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る Z所定量得合 r- lt~rユ Z之 lレぞーま最小と司会 ， i!.，zrå~ 
l~ -位tJ.笈仰i鈎左官慢し丘結果"AIrt'l坪 1:報告しZV)ゑ
J，R .rのhf'4Lfi¥対象ιし丘才託生物質i手ノマヱラリシ?める。 ー
才、 fiOfJLARD!) [4] I ま E~~マ均ι の Im1r器時φ長畠
6 
階段丘同様の数式壬デルZ基漉と l-Z解LI Z IJる。角堂の
抗野'9)J貰01主!i量Z最久と多多元量産方よぴ"pH$リ1STr t2め
たるの Z・'める。最後に‘数式‘王テル正直Jを1=f'吹伺して¥.)な
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るkレても、 モれ官けZ 康 tflft.される Z 乙 1手 ~ff しい o
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手 ωは‘ Zf交際;~μチlJ 椛る核f13，広 l手. -~重の手回!j]~色跨
でめる. ~f4告訴住物1貿まめらが U め1117K 1J'~再し色もので、
手ず移民治議左行九二の絞首で\:えの影時l~ lす等q傍砂
が十/ilに傍ら此る，求、句、 過当 tJ.傍~51献に l乏しt附
7 
に i重京成4子手マの、在務;動~j)f' ISfJó ι íJ~ Jうに猪名左j支
給初。 ニの議{乍の後、議気合後f千下でそl!1tlf打診の1"
め90 -庁、 フランスの ~ιi二 d"? て考案72比五才気i手‘
発~~殺平の務øgタ続し Z 向利加す 3 るので'Jうる() ~色、
空議;去と助手‘此&家並;tl手. 手三訴の絞7 し 1三宏之ー音問r~







るむので・める。 工紅の次官~J)¥' el z‘、した閉t~が易自立者瞬3五 i二
よリ、産ちに.街~;夫芝~多 ι 。うわ，r 1.'. ¥d旬、ワ乙に5主意，
しよう.5益完司る筋道ト左下脅殖で新たし、信LI常状態互依つに
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[j} (/) (f.鈎孝彦Uのニ釦住一一移民的条符下てのイt鈎でみゑ旬
。lI."i貌民的条件下でのイt鈎でめ多ちをiJ}"ま正し〈反f)~レ、広
伝活字母の'-r.ぷf-g，j)会 ~!I宝、総Jt: んf:叡zえ主 f'" レま Iy:-撃とす
るがらで、現代のと二う. 二の与フ 1]. 回自~t・・~デ lν弘\Cf.fす







と乙1J." 不従G奥ld fJ¥ ¥点、F ばId~長白内手て l手ぐ・ 1!-\Í' ぺt






ごの J-) rJ JID気操作誌に J1)， tl体内矢芝之のj話iっと、経
~.力の笈1. 1傍fj} j/\符ふれゑとして l 1あ これは， 1(1 TJ -e.え
うえ字句工，}の才五daz-処廷しえfJI.l殺しとを包んでけ会と




iJZ JfL ~殺釦初工夫と同U守 l二以震の 001)ゅの工夫として






t， KosEIJ，1乙Lて1} ~o WE88 /et， 1¥0 ~跨fJ} の i室伏忽&j~
の嬰ほめ五夜ftjl}として $..凶 Ð4.J~'I;後バZの才以 ð. ~l レ
てl}~o これ i手 6.1管。、~ TJ;多段ぞ訴'，1g.家Z'.、前の同意i手
正緩のc営M!t受信伺て・・めリ‘ 持ゲの-1普1eJ:製品き完成問とされ
てける。 この多棺奈の fÆ~な開絡すら t[J常Ætz，~で lτ 孝司奇
的問iJ2'7 [}守却で;定取 fÆ乾期間ヂlð~符べ t}R~;J主力行受信之
氏l続ir吾と¥Iう j草津今のITJ1$1夜結才式、で{ffhI行リフ之、 7





行川、 3・しnも， 停にねI:::~印しい fJ叶人乏のを喝。、
弘前末終?のド'イヅ iニあげふ卜lレラ@f}-lJ}-の後援4との研究
が;第二:丈夫軒防仁I$1奇的tJ，企業1(.左昆たよウ1=.依生




主B手iずれ/今日 ，Iメリ刀・ヨ-'tz，y Iや および決闘で'Q)~経略fjJ­
事(立idミ本1:.1-::広<;m伺乏れじゅ bのでめるo$.国て痢究さ
泊、分マイ1Jl安絶されて¥l ~穀 l宣~，ユ.半!続す式でみ
る。最初ト2i IOií口/rne の 5~5怖のるとて・防法的訪‘
二句、ヘぢ叡が 1.;(I向日ん¥tにTJっE尚広げら !ifI崎、 25%の
交差£取広レー l司量の新しい成料左柄ぅ. この 1~(下が戸週






乞ス白体の安ィιl二あげるよりも、 をのj史料の安1t1-: 13 ¥lτ 
特倣付げられきことが・多¥)(¥事削車料まいかに弱卒よくちに
~11lせしめ、 目的医産物に変採包レのるがか司、犬乏な閉惣
ヒ可否。 をのため j東北与の伎総才it汀ι 運転・操作レベ
ルでの玖散が平 I~ ヒ q づている。え~3自に旧来司会炭イUに衰
を歳末年l:l丘、)JIl叩るえ5苅老@手作おけても同様て¥ぢ1-:.よ
る J約ι水素の ~l1乙l!皮に関レτ ぞ訴動方学 l-=脅し l)課題
乏r!l:1支してける.メ??食、表訴工業1-=定着して¥¥<者「い玖




使紛{!f支左導¥) T-:.診ので・め 3う. 二点に用1Iら胤伝的卒の
増葱{f/支の E ア lレ 1;1...有名 tJ. MrmQri の rf.JL でめ多。 19bb~




以 ζZつの扇究IJ ，、、みì Jh令、感~tí管長内定待状態Z対象
ピしてuたの1:.対し， DÁNS~ の-~の府宏 [319110J I広 i重
~そ跨lτ お 11 ~~r定信j丈径左~'J Llfてuる.彼らの最初
の報告[8](" ¥ci、r告義槽の1え懲左最短B奇問て"的じさせる問題
1 
I)l'\;えの較笹[9J2‘ 1~1 無限丈の崎潤 1:傍られ 5 百体の萱左
最丈に寄る問題が‘ 1及わH1正。 こ ;h~t: 食用之れたE デ/レ





II (， 同様の~Jö~fJ鈎樹9!tJç解グ此た6 D'ANS 6のーAの
府l記Z‘前 l)~ JfLた致守的手3ft1. 夜行停の戦通話惨VI:関乏




会{午まポの E るのとして IJ‘跨11ft:/) 回 øt~~左対象と L 丘
s()U!?OAU/) 6の勿究ftJ]がある.このQf'?tL"I(j.‘5働委ιpH
の 2~転手意ィv}fnIj、5， 1庖当写室 Jt左つ11-Z、務8例法左差31
いた評価基竿左最d、と有るような、鑑定とpH(f;'支足したも
ので・ある。 二のよう fム 最通事'IWí里吉備下~(予見れ告訴fiID基
準IJ、務lJ-1王産におげゑ‘冷却水の閣惣に関直して U l"Jω 
ヒi手、1えrJl I /J"， 初来tOrJ閉Zまずら‘相者五段して、ゅタ。
況のジ"1-1.仰の傍'，)1、lJ.，熱帯依才の特致，.l:tt Jりつ 2‘ 福知
の生育に笠きし u震度ま係将司 ~IτIJ'‘者E草橋中の;叙Yiそ
麦の白殺以をく州自ら rJ内しがレ‘ A微 ι伽
uぇf の/\"ヲ~ 7..三;での(j転象庁主見、1広すがわりに』 安際




こ Z"l J 7アミ j阪の表並沼とlJ‘炭素況と傍.績のチッツ
ヨ東から?えをのアミ)~後左互拷彩画手lニ与って‘ 得る才;~之、}
フ。 ニの l~~去百};五 1-:. ぶリ天童に裂w.之片してりきアミ〉重傷
代表¥a:， ゲJJ.， タミ〉般とりジンて，，/)ふ前看 IJ，グムタミ
〉阪、)-夕、L としての調味童の永田おJぴ・日本にお I~:替在
的卑零Z有景としZ，1950年fi手1;'・'/)'~工業的雄投での笠注






閉1をlτ震前五しZ変色多くのNif~IJ， 持田AE急量系 z 守\('とし
f= 1{鞠.~J街の問題左クロ -z.アヮrし、 発蹄工業におけ5‘
パクラリ7万一ジの重亭ト主左訣識せしめ‘り良市長i二おげき




J五産現場i二あ1ゑ. 1口別的 CJ~定去のは長に関して. 乞に
乏Jh.るこ ιi手ナrJ"1. 以下 l二. グIレタミ〉面長の裂lI;広のt:.
~につu て若J監の知リ鍔正例左託す。
~~初、 グんタミシ磁詑訴のだ安況とし-ZIJ. ゲ)L32えもし
くld，ヂシ7"'/ t J}t1水泳併しとのレユースカボ伎1e. ul Z L) 
Tむこれ1， J< 矢口られf- J う~， ゲjレタミシ級定危tlrJ.‘
J3 
~r色午のピ'if 千ン z 制限 1i}ニとに J~. lefむの'1..グルタ
ミン厳正走弘司会ヒ nう事夜 lτ由来司会. 吃の i=-d'J t."ifチ
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'5"tしめ ~ø この占うiJJ湾料{受給才#v¥: J ~半i司令較的元
で¥ クIレ?ミ L鋭的政J量・以苧受1:'4fJ ~の Z管/JO! 見五・ 1育料
i及給与式rd-， さらには食され. イユらリ〉f恭1Jt}，互依l二.鳩
飛おわ1・7/0t TJ~ JうI=-， 今を lτ 虫、づ， ~.ti ，-:先手広 11受給す
l千
るご kによ 4 す、最終的にl耳鳴曇:夜中のグιタミ斗面良識f支
¥ J fSg!t.前後jz. 1: 1" ~ことが出来、ぞ郎防問 b 2-4-0寺信i
も短<rJヲ正。 二の JうtJ糖蜜のイ失給う去の政良があるま主l実
、、芝司、 1f=.彼¥-:'1耳、 断固 t;J.イ~17'i面下厳正綿安の一審P もしくは
Jitpζ お芝ゲ之 5 ニ之がため之収着曳 fJ 段・~(t工げてリ
る. ニバU;}. 面下綴E らク、 Fレジミ〉両足へ歪~ 1t卸従托の笠イt
】学的 fJlo 史 l二七とすりて.酢磁のf英1給ケ式;が'A金釘芝Ut~二
とに犬、、¥:.おって竹るo c:ら l二 新い 3 手~iIDlJR*斗である、
炭化水素 1-:.J会在度る開絡之此ょうと Lてりふ
グルタミン厳?tl認のをえ式モデル 1:.もヒすけ T-:.~f.論的珂 lえ
1ユ、 liとんど，rJ、IT こ州事、初日E.i主化破格¥-:.か8、わ5ゲル
タミ〉阪空 Fti. と務長:段、ヂへの羽f~，t ぅ多く 5ιmめ1、巳
京武王デルl1下nX可きことの要在しさに由来してりる。 し刀、し
)切望的lτId:.f尾家の F 飴l釦応可でもZLFE司会を丈it'もデlレ左
{下 1)、これ 1-:'もと..-;'¥.1 Z，彼らt.Ylf:.託闘の問題εη でも布L
工的言'tl でもづて白f;文司 ':~\'1 可有色1." i>ろう。山下ら[¥勾
l手、 亡の可青島弘左未成レ、をの手備として回l]TE義，的規場
プー ヲ£欽与'fjルに集約ぜしめ τりあ耗表当時¥'d、 ニ
のEデJレ左用"正最畠ィιの問題l志今後列鵠惣として宍之点、
銀汚デー '.}0}整理・要常管協の早期発足 Lけつ巳、E転管授
の面 I~ 俣市芝れていることま言としてりさ。今回で i手. 山下
らの対象でめっ Rピ才千シ制限 1-:'J ~グルタミン説教危;~
l-;l，乞1:'1主.べ・とように. ぺ，-シリシ f寿司'a;~ マ野面ヨilト主有1 司芳7
加;~ヘ完全 1-:'fA捜し之し3ヴてあ弘 山下らの提案し巳モ
デlし左用りて最~1~計算正行 7 安術的な意義ほ rJいむのと
思われム最後にク，IJ.， タミ L磁詑廊lτ お1~議畠íLr~~皇の
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リ安rふり、 百体形fi\鼠で 1éJ. 1色色.~I)\ ぷく、 グルタミ〉面往生
所如 1:¥1 ¥t¥@支が直きをみる」ι知らJh.τ川ふ この史It.主的
γJ知見之 史歪1t:司~ I二lユ、ゲlレ?ミシ磁巴危ちの説柔5白
雪?の JfU.学的 f!îIJ白ヒ i副尚に、 ~~Â条五ïrr へ向緩和ラ動とけ 7
色イ'(.1 r. '1 均的色 l~)きしと数式 E デ jレ左孝司 5 二乙 \l 附
ら1J'7.: めリ.不自主 I~ 凶幾:t ff1 ものじろえJら胤会がー場事I
~~~安宅叙!っ変色し正問s!l'.il')‘与簡の又乏U訴趣乙ワう
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1) ;.之 1)ジン者時1:.1:;" L Iても、直属¥'1をj下工ηス之な
問題lみ校長j~Q) f泉街ゑにめ九乙此ra.~えのJlE自に評会。
重1Ãttj に~毛色')ンの J合同~ま符..， 1.い1J¥.1 淀義守?不4え
に J.-，1リラ'..，rl1'主えl.vfL ~o し止がヮてての笠宮 1-:.¥J、
it.毛zりンめa¥) rJ. . それグら宝~~とれるトレズエシと
メ1%ニシま 1)("手ヒ司ム し6レ.厳;!rJイT認j制御¥:.ぶっ
て. リヲンとトレズエシが差16¥し1... リジンIf~i1X・従泥の
t~えの J支一一二J/t rJ ト L ズヱ:， (i') Ia nX経路の L筑jZ，r-も
める一一一 lτ作l杭司る邸毒の働きZ隠宮可ふ吃の級交、
リラ〉悦 hi骸左工 If~ ぺく、 \，i.減税互作\:.依
総司会と. リジ~ fJ著殺さ成rJLI ~‘ 3と. そJhf積1)依す
れば-zをえがタ1J<‘ /主体 Lしtの '1ケシ生涯量1J.1tl下ず
る. この二ヒ Jtj. 党撮れ i交筋乏がををと U多。 攻隊の
'J :;・〉を~!.'\j，二の問題l手、グル9U脱税~-z・伽ぷ
16 
うは‘ 手同イ?の i売料{変f.ð:;~ によリ係;支の才ゑzι3 出しZ
おリ‘ J r: l続経由I~~去の可勧住も鉱之~てける o ~t.先考鶴
3弘で厄‘ 多くの渇イ言、 自の'1脅ι1):;・"/1五成の後勤まえケ々
にリう 2棺皇子いぞ釘持系1'採if1lれ工託の問題ま解
弐しようヒし之、1a b キ読むs‘ ニの 1)ジシ老防Zげ r ス-
ス?デイーとし 1‘メ?手 1- レ ~1 し iずなして来ι 者i滋椅完へ
のj受衿(tfi注の問題¥=- 笈百ゑ兎£めた之、 二れz手堅務自jl二
私工の ~tl じして係〈才;弘之話たえたもの Z める。 リシン







る。 ~.f. 安際の叡〕笠ゑの19'i昆て hょう。 ROSEの5こし
た英@の1JIJI手、 Aspe少it&SノV1Jerl回転鍋毅の円筋肉て'tB
義す 3ιぃフめず・? ~ .， tのZ・3う会。 ニJhIJ.刀E・の3皮肉協
議が t~-t~ へのlIlfl P堂ff'二よらず Jt気3tuzp巴表面に IJ~t.つ
げi白馬l1tl干によっz空包11史館ろる u在ーの工計受持こ・の 10
口包スであふぞ麟iユ F勉容雪のぞ毒した刀じ J.J重之、ド.
7 ~c!. f"-' Iチ銅鉱/会の遁皮て、回転之芭リがら rKt~ヂ m 精3ま
j妻。¥'J % ~X r J二 rj~ j z.だげる。その1i ょう何のl自転乏




単位 B~ 間当\)のゆλをは. l~命活 i下によるふりも 75% 増。β レ
たと¥.lわれて L)ゑ。 ニの γ口包ス τ. 白1535手工という手伝
で.af本的角利回z度予昆して¥Iilこと 11在日 lτi直し与う a
叡託老デ 11/i嗣'1正予空命的祈'Ii.1ユ， EZ乙のヰ柔リ7・口包λ
工討家 L し正の1.."iJ fJく i皇帝の色気捷詳槽での|自分お与
が1主従ア口セ λま幻象ヒしたものとある。疋Ar5lJJ]IJ.、
あedらlnOJ2.tlStク以ゐ 1:I j I日夕搭厳正研究 LI .， ~・ この
別史1"J1~'J によっ Z， 最~ぅ属鹿および pH 曲線Eポめ正もので
治会。也統彩画}!.b 1rめ丘同様の痢IZ12. 6屋令うにぶつ之
行rJ，r;tL l l}るが¥ そ胤 6 内内容 lð. あ私包 ~fj 1:. J a I総
裁[tチj に 5 とめ ~Ih τ ける。万じ.~対象と L T=-l.併の殺が
王子ル l'J'1.長左方/露 LTJ.ければ・tJsでリく. 1巴のぞ訴と i皇
づ主免レ2.A有して¥， ~ょう Z ある。 こ;flに基本的守王デ
ル椅L;tゐ巳乙ゑ府究IJメ??たのスをTふ諒段であうフ。
1.6 #，宮筋
S~重殺のそ師生産物の核l!去の fjlJa l 1くつが昆Z来作。
今〈の解決 -gt吾ヮて 1I?J r~'Æ~ の tf，" 主号ぎ面f~管系へいゲ I=­
)車料11長絡写点iまよ¥11)\目的1fJl~左信む老訴ゑZ と・ 7
羽F出 t しめ~ h、 ヒ、、う.間段 JJ".丈Æ し E 差ネ é~問段の Jj
に思』われ~ 0 l r~. ろ日手むの多《的手Z続的ぴ加すfJが、二





安之t更に.3;‘つ 0‘5工J安主の簡惣左続税'11=Ji~ 1)1& -)一つの
才気1(.‘ その附惣にを~J字的表現乏めたえる二とで・めれそ
北1;].、入閣の諭均的手伐としτの叡今のぺ曜愉左寸分にゑ
附す§色めl二ぽ専と Uる。 吃のわの)-:-¥手、 ユ勺の三手イ議Z零





で芝tJ¥. ¥ 0 tt~ とする問患に丁 jを b' rJ守正制定J8E 1"ルに
する三とが'¥t容であリグつ. 寸みてあム ヱの釣でl手、新)
訴の安伊1~'ら f白出され正問題 ci '2 S ¥-:. 5玄〈姶τ¥1'.1象





続的研安乙対応して ~L し 1己.. I-J a ~で・正面66 取 ):1ずられ
て¥.¥ 1'Jか弓正夫さ 1J問題の J つが;史的手ゑリものぞめ守正こ
とに都高l"dtJ 1)、ラフ.
問題 rどの 5うtJ~をめ1i1fi系左横向‘し‘ 叫がにj売料左を
はLぺ依給し， ¥ij¥U有じ. ¥'al:.目的包危初左告も




{イ) 手す最初、主fE&3荷主 ¥1<っ、 どのように孟べ・れ¥
、 β‘乙HtIJ' どんリ直結枯)丘左~ ~~ぞ跨穂シλ7
ムA1霊史す ~l)、が f天~とれる‘
I-j 1 L"tl吃もしく ¥1想史LZhれとらλ7ム1-. 安布11:見たと
うリ‘最も草従tJ-技官¥1/)‘ 6成づか、手乙ステ内J をれ




いと考乙て昼夜Lされる。 ニ胤 11~帯 差威的リ厨呪マ‘ }f
イ口、ソト・ス吋-1レの宗旨賞、モして. 筆殺されて来と安従駿
fJとにもとづ¥¥I. rJ之れて来と。 ニの耗の姥稀的民史L
し Llð-. 吃 1::. 昆~ KEUS.5ER [51ι、β，ScH()rP[7] O)pif~， 1;'J 
ぴIH4lJAf!，t a!.β1Jf/J;fiJ究の3つの廊宏が"/>.，と o Lずし、
これら IJ.， -'えにuf'べゑ t宣伝採式と L-Z 1重綬定律〕霊平之さ想定
Lたるのごbゑニと l，;主意Lて1'く。
lt1) イ可らゲの差手でl愛lぎれたftUl併 Lスアム 1-:.iヰしτ、
ニのシステムの還転才itが・3叉定さバ1る。
1邑脅I~手足才試 i手、 回/j千随分手l主役"1車後援作ιuう議案
1'~1t しうる乞、ろう。 ニれら 11、】すれも運転期聞の主零毛p
aの様式‘z我3足<i~もの r あっ z. ~f本tt}1J 意味におりて
Il‘ ニれらの静イすの前!?食にスター }・7ッ70t1案作ヒシγ"/~・
9'"ウユ操作の有P13'が・ぽす・・ヴさきじっ Zける。 二二で¥1-‘ ~ 
私才筑~ ~\d-. -A転期間引ヰ¥-=-議会初予空気の同問的はlマター
λι践し刊二?o :， ~ I:t干しマ.げ)の針繍伽、初
2() 
r!;，えの rt間的 lマヲ-/.1といえエフ。~@~工業 1:.. ij¥)L七、
戸時支のイじ手工業 i二みrJ~乙同孫 l二、 凶1]'転 D、ら〉車紋æ~
へと移行~ a一線阿佐旬/J'¥設のられるぷ、安旬1Iτ レiざしy;t"・
見巳JうI=-I 手回有-子連枕tfAが弱者おこ TJねれτける。
(ハ)物fJf5免の吃間的.g~閉 fJ]rJ/~ 1- ンの I/i の後 I:'~~
此正問題I'J.‘現体的1J叡(在乙し Z、 {ffhi1:千五乏める
こと z"め会a




デル(})1き殺，/~圭の白 U ら. ~ぢ綱御的fq軌レ 1/5管 Lï 1ぃfJ¥.) 
手つで・めるが， 1刀デ‘ミ¥'/'} fJ府史乙し ~Ih 最lι傷1:.:;主
義~l二ワって釆丘二 ιi手前釣士見巳 ι つりでめ ~o
J~工、税関~ d) Æ，hl~関り問題I'J. 三つの l管的 1:.~ 
る問題左金むニじがわがっと。本競えτlユ最初の発前~~禿
そJh白鳥1;丈史可き問題iユ!1を}-=-~え I} l:.lfrJ-ν， 0 うえ 1L.-¥
そのもの J;fI 可 1: に~尼之れたるのビし-Z， 犯の二つの問
題Zぬう. その際炉、すき庄司 3らスチム i手‘ ~1 厄\ 1二九す
よう fJ.~jt}Gす左有す 2 針管系でみる。 ユの夜 l手、~治後会E
のライシぷ ~ã ，..1: 5ヲイン
義5保有F広ライン，.，-
E，各棺ま直列1:
~ö 、3;・ライン M よ
リUって u る。 第1回以む





JÌ伎と手@タ 3tk& 想~lLし. 二の)f，転手trr ま;~~するとり
7最下位内問@左扱うs第三奪でId-. {fl転方K白体d.~fJ乏
可 3 問:a~取 l} r. lf~o 1rJわち. エ二て¥:1-、 めらかじめ
tUri t， /)\手 1~ 1ì t. ~)マ色 i宣伝才 ít' ~め巳乙 TJ ¥，て¥ い刀、 fふ
る才rtl)'最良rとけう問3lE.(JうつSう。
本筋t1)j~ リ 2'" ，耳、第 i 固に示し 1三多措系のをえ託王デ ι 左
手〈。
2之 z室長系の叡試 ξデ‘lレ
自信現愛 Atf・1L-1r."9 ~ I=-1;.， 多8れナqグ九何らが
の仮想的 f)1"Kえというるのε想定也ざ多ま待rJ~) 1> t告義ゑ
の E テ.んま{下きため，之内様u 仮想的~t.ぅt!. 想定司会. ぞ
の-づ l手‘ 釘象ヒちき乙えず Aのキ柔である老政措¥1~1:. 
競合内板態1:.めきと uうこ乙 rめゑ o -; d)吃εゑ告された
策担じい741ze-のる乙すI'd-‘ 彩画~~管主出会兎干の訪切質今
法皮Id.，老政樽宇のそ成れ=等/..， < r)九第二の仮想的1t
3î， 1手‘材、富信託~j tJ量であきぢ約、 f可ら M 虚偽，1TJ. 
切坦量にお2J1乙‘杖態去をえ勾ー勺として. 求皮X!同¥， 
1系nvtciZし符5というものでめき. ニの ~6果、 常依分才
JE~ 系で"~ミ í!l ~ ~ vを暴走の京託も =t/(.; 1 尋広す~ : ~ IJ\~ 
出来る.以下にそれz吉L9'0 ~す旬、宇佐忠清司ーつの閉じ
正系色考えき。 そこ Z叫の首7震度(/)'t:君。nlIJ受Yミlまえ武"7.~あ
たえら Jh~ ヒ可 3 こと l1- :}f-きであろう.
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yヌ=兎X.X (/.f) 
ここで.Ax Iよ、 iE市cv宮廷A皮と fJflj';(LてI1 ~ bので・めん
この AxfJ五bのlム考えて II ~ Æ の ~K終に{長袴す J F=:・3フ.
Eと乙1"jをの訪符債の 3農/安めi組 (δ，P，…. ) の開放と考之
bm~ 。 こ;h~の初fIl童勾飽ずにわ震度 X 自身 s.;ß J ぜる
ことるみり j~ 0 ニの状態定訳のi組の併問的G先イピiユ，系
'fl二百1)¥'d丘すゑことに Jリ3/怠とIflきるのιJをえら抗争
ゲ~. こ 1llJ. 衣~事る最多簡単 U 託 1;].¥ 
rs =: fes' X ， rp=差p.X，・ (1.2 ) 
ごJiZ~の it ヂの あ)~p， ・-‘ q ピ・ IJ j.た S，P，‘しなどの関殺と
湾乙るo (メ/)， (1.2) Iごょっ7常後タオJlif来τ・波予定される




アの ξ デ I~ が考えら I'/l. ふ を成以i島常.俄分殺分才程i系
で・表規乏れ3るので'i)うふ こ夙に閉し 'l/<i TSUCH I YA e:t al 
〔β}A参更さJhEl.l. 以下の議論Ia: 工al.，の帰依分才程式-
~の E ア Iレ l二 P民 3 ごとに事ふ
MONOO fd. ixlJ\・たE-つの物理量ぷのみの関叡ヒワる~A.'
;~æ 想定LZ. i白名1J;文の Eデんま得ム
私=}らS/(K-rS) (/.3) 
ここでぶIJ~仮差管法j受と Bヂ メ仰 b占0・K1.変身芝定をえ
で・める。 さうに‘脅~/JI 初1Pt茎嘆宏j支ぶの変化al安定すき
返sと私ι之の線形周係で街グつげた。




長s=一語)(/ Y T a. (/. S) 
ε提安 Lてける。 L1Jし‘け 9'Jtにゼよ‘ (1.3)と(1.4-)t 









15~~! と、 B う緩殺 tJfi史設の多〈内側面左1;:現しえtJ'1ニ
ヒ1明らゲをあ 1)、メヲ θ手て・程nの1季五・{疹怖がrJZ.点
1. z.f= D たL るIJ." "Ax Ji・β以外の Xぞ‘ ぢの在員初j足度
Pt1ビめ聞をL巴し 1三多〈の扇安がみリ. 互 i二ぞの 4ß~l A 
乏をヮてりさ o 1 f:. 首重量左タ宮1し之核敵ぞたん白
窒ヒ、，うKH5震をえ正尋入可きと u うことも提案之氏τけ
る。
~々が声f望奇るそ勝区走 f!i]がぢ j本自良 z" (j) ~ Jリ、 を
の代読J往産初z.・め3二とが・夕、υ ニの 1易会 1:;I-J:. ぢ予告謹
モデJ(.， tイ普t!:t‘ fて鈎E産初の袴守への蓄殺直j支を表現
すaをT.:AA. I~零 L 可~ 0 GA/)，臥必ρ/ぷ首のぞ前庄危刊が・百







五p= CAあ寸f3 (J. '7) 
これ在 (1.2)の第二試i二代入手ることによ V.
CfP/X) = cj.~;( ナ p U. 8) 
ま得~ J)"‘回タ突破プ二タ 8‘sr寺6点る(時/x)εPe，=(以/X)
lご対L7 70口、川事成 1ftr}.) ~ωハ。ラ X ータ -lf控定ヲ五
ことが出来 ~6 こIh./)'・脅名以ん~Mtl-βret JOO ~メと
PY-'rf J/1. ~るの(" dJ ;。 この才3IcIJ‘(I.7)のJフU線的関係I/':




で・愛姪GJh ~ 0 1);" /者訴の具体向rJW)lこのこと lJ.23て‘
説明~ ~。 その前にニニ7:'f.与 6成五結果左手 ιめ Zみこ九
(/. J) (1.2) に fメヂ)'f(1. 9.ノAfλ t z f与~ ;/l J rf;古f13， 
rx = "Ax(S)X， Ts= /ds{;浩x( S)J.X， rp =治f(fex{S))，X
t j.とめきこと~\'t釆ム このタfrのlj~ノ.{" l. HO1()d-
μe~~øァ-ß;rd ~ E プ必と rJf.}~" こと i二レ. 以下のJif.訪ω
展開にお I1Z. そのt;f委丘二 ;/1./:pif< ~ D i巳具体的1ユ言'r1f
で'1-. ')ジシぞ面白取リ工 1"~. そのた必~r. リジ〉ぞ
面1:対して. 三の E T"/~ïj~: 有動。、 V'11)、. るLそう 1J~. 
-kx，進SJ お広ひらの安保fJjTJ関叡幻がどの Jうに j前i之之m
~ J)' !弓察し Zl;'くa
2S 
23.リジシぞ街手の壬デル
ここで・対象と可~ ') :::，.受鮮ldJ1，モ-e')ン， める、、 IJト
レ才二ンヒメテ才ニンのニつま It"j愛佐官栄~柔として寄末:
守5首椋によ aもので・あ ao ~ l'最初r:. のリラ〉ぞ略
が・ メグ't'JWtl乙μ似合μ~-&'yeど空 E プル 1・'1;J足 GJIZ~ ことの手
当Jはにつ l} Z 議~し Z お{ l't零があラフ b ニのた初 1:-Ict.御
ぢにおげきアマノ面去を'Ê'hXの 1t6'射調節機桔 i二 t 入う Jtj. \~ffJ 
~ TJ、， 1'"¥ その詳細につけて IJ， 多くの新宮報告殺に伊す
るとし Z 差本的rJ手安|工づυτ簡単 1-:~t ~ Lぉニフ。
1)ジ/?fA d z'める C，t;(k向%・ωfe1) if.ξe 1);，穿末森
13 -Atmω-erf4， e clrJftJdm jel2 (bJe よい 7iif~J2宣伝þ~ Iτ丈け
てあ‘リ. その生17に不Eeリ/1)、卜 L才=ンヒメテ才ェン
正字禾す品。 L~・1;，この百で l亭'}ジ〉とぷをと I} ンの伍省
局経15-1:の乞~J111J質 z. ， めさアス 1\" ラギン綴 6 づ、アヌバルテル
リン厳べの反応'左衛fJl~ ~部*ω'ptll2 lらli々tùJe IJ， IJジン
と}..L，;f二ンが英冷手JD!rに巳'171ード/，・、ソク阻管まi受It
ふ さタに第三の符会貨と LZ. リγン単犯でIJリプンの生




':.' J. 1" ---- のitf.t!'I:'- 字表椋/J.，1芝t!lJÿ7'1:; ':O"~j






このよっ tJ生化学ょの亨安のると Z'¥ ツ三‘ Y の i~養;夜中て・・
の苔積速度乏天さく Lf-=¥ ) tJら、 一つの妥協ε言tSねi語、U
~ TJ 、')c. リジン空産百 ω 泊~!正 j足変革 3 ため J玉音 1-: 1)("零
tJ党養ヨ号、左多量itf来初噴き ι. その絹果 IJプ〉の If.令命生
茂は{色下し‘ 埼~系金 1卒とし t o> リケ〉生 j三重I l.‘ 工るこ
と¥(1ワけ。一方 住言に 1だ't-tJI栄養芳、左花備に制限e}3
と，百白身のz旨廷がおとえら九 こ)/tJた‘ JL(.本としての
tjiJ〉笠注壱r;をれほど・太さくならなけ。 冷‘ j尻売料のi伎受俗i芝Z 




宝Er'/~ 1;].， ニの零t<'l ;角(， Z けるるのとけえよ九 9{さ
J/1た問flJrJ. ヅケ〉受~;JJIユつ""( t7J fdx(J)， ks{，ふ(S'))万J
F地;p(Ax(S;) の周紋n~l 実体的に永‘めきことで~ 'l. ご
成IJ. 安授1:J リポめさ以 9~ に tJ ~ ').以下に永可純来 ld，
/17tJ字句救.協%uift IJ工業税tJz:'住の宮士工r易I:Z~~と
れ八。ィo'Y ~・スケーい安'!lf. tこ川 fれ m たプ- ~ A L 
まとの才めの 6と，-PIf.符 Lたあ東z'め会.
3 子長手~r=. Ax lあとの聞に(/.りの線形関係81:威主す
多百ろフとの想をのると l~ @/})タ?与安井タが M~された.
四分姪践におけZ1;1. μのの絞虚の妥とご12. 87定/皇と差
f質議患の聞に;之内問j安ぷ各aうをlて‘威主司会I(}9""みふ
L1X会Xtt)-X(d) = y. (S(O)ーよrt))~Y.4S (1・/0)
従ヮ ZSf怠皮のtf4tε五管'5tJt1J'に対ιr点綴す必li:I珠
点AJJ.~ ~i僚が-Fg合成 J IJ ;' (0' J; ?;.第3庖1:'I ，結果正ふす
27 
。く iヨ?の直j後の幻PTe.I/"突5安定紋Yの指定居正めた之る
こと IJ(1.10) J V BN ~ /)¥ [" rh会@若JJE1 ð~ y: 0・13!i とfえ
定L1三() -'.丈1=長X(S)の度)叡形AJi庄定"iJJために 回n?t1ID~ 
に J ヲて r~5 ;/zたは必須lf)安(dX/dt)/x ! S I二 f~ L l 70 































I 2 3 
$(おJ
第4国 rtl皇居政





i~ 1-:対して， rt増殖iI度a"raIソト Lたi結果£示 90 二次
J リ長p(~J( ) の閉まlf;l 最Af!左持つ=::閣をえ
私fゐ}=:-3cf1-后fナ/3ヂゐ
と伺定 Lた. lXとのtzえ‘E7'・ルに J守 Z， 1T際勾〉主従ぞ幻
のデータが どのZEZiE似 Lえzりさがよ訊べゑ巳の，
Lミスレ-:"3ン2安花した@ その結果 ~b 厨 j三ぷ~ J?に
















Lたよう l二. 長~IWJ.穏 iヨ安 427昆合さ m て II 主なる iJJ 花中勺
古・茎嘆・f:Iß:]包注t~7，定度 Xn.， 0n， Pn. IJ.， その45J、G前立(ご }j?.j 





(~J/I):: J:; ks{ J，).νFt/J? f;;~ SIl-I-(F!rM.グル (/.13) t~ 尺P
futsj=万ゐ(J;，)tlらず局~Pn.・.，-(f，β局ヲIFn (/.14) fJ7&J 
2デ
二ござ.F.よFfdiz第7/!lにあたごと〈、 2fn援への潔科
f支給lIJき， Z刀チ50、(; (71tl)語、移送さ1!7.き rftづき近Plftt: l史~
Bよグ ZP? 干fõ‘五~91ヘnfte iIZ~ lô~;i支!4ftJ!l安正示
L τ品、ツ. 完51国J~芝 Z とJI1~ょっに， Ff=FJ720 才・
めるc ( ぷ 12)~{/.I 1- )(ïJ. J~治交Ir1:. 1;)， 基(f のみが・'S~の
笈;~Z"'dユれて， ) ?;と ιた。怠稽?の策室左示すvn1;).，次
元、1-:従コて変化守主
ホ =FL;~ ぷ合 -F~吋~Rt -(メ/S)
fメ/刀 if) 11 ， (/.12)---(メ/手)[lzrJh‘ダとf紗 1:.腐り
線分がíïCf 符 ~o
ルコらfふル干す/切(Aら-，-)二〆rnーん弘/~ (/./;ノ
ム-=As(Jn))らす;/:.，( Jh.， -lゐ〆'oi+;;~I s.Sn)/Jlnρ/7ノ
ふ=五pω7)ぷ?ナF/!，(/1;.，-β)/77ñ~1f1巧シ~/Wi ωJ) 
ここ i二rNs 必E9倣タ才.夜ズ~ j)¥・161@I-=ぷ3多棺奈の
叡可否 fJLとリる。 こ次IJ.， つーの疋，考Lの構築均l'・ゐヴ
て. 乙λテムそ勾初で・ldtJ I I ~\':液晶帰京の Æ~免 1: 関手
3争〈の問怒正解くのl二t1立つだうつa
2.5.絡誠
不安Pで'/;J.， ~た節以下で‘~llll フ問忽Æ8!Jる11./:'9 ~どと苦 iご
対象とヰ a安?去の禁邸符完!ま‘ 弛象的tJ脅微分字程式気ヘ
キラしゲえた P ニれにぷゥ? をf手tljtJ 手 t~Æ 伺" z問怒主






1章作(1)i聖続dl!受左弘τぃtJ¥. '0第二審?で託したタイ 1fJ(7) t宣
義系の数式‘五デ 1レ左前日会協リ 1:.b ¥.)て¥;1、 それち 11.'" -t 
IJ)でめる。本訴でも‘ i通脅のif誠A;量削し τ‘ ~統45白きの
f転禿1干のヌrtí訊~J1 ムニニで lð :.っm問題左希える。
そのー ヴrJ:. 庖脅昼転左前':J，tヒレ‘ ニの ~t色ヘ. ~m~棺の
杖筈左移すめ!こ毒す ~9奇間在最，"ヒ司会 J jなスター kア
ヴア援作Z5長史司会問題であるo 3.1二お¥)て 所望の足Jfs




6 点~ f3仰を産切の窒ま最久ヒ可 ~j私1t 1千左ポめる間段
でめるD 3.3て“この問題左足ポ忙し. その J 般的匂係諸左
与える o 3.4 Z"¥1. リジン努併に材し1..r: ~tのユづめ閉忽
ま安阪に鰐〈ヒヒも lニ‘ 得られr:Afi.禿仔左鬼安tjrJ観点
Jリ夜釘写る D tJ b'. 第 Z 奪 z、 11 単棺ゑのみま対fKとす ~o
3.1定併設i通点とその可列島民
fZf脅最盛点の~広 7え t雄ヒtjる式l'a:( /./5)-(/./J>Jで・み






s =免.s (S)X ナ ~(Sb_S)/Y (2.2) 
p = fep(S)X -FP/γ(2.3) 
克后し. ここで. F会F戸;，5 Z" ゐふさて~定常杖態。
とlユ‘ jち乙てl)る可べての状態愛忽の時間的'友iじが:rJ.dニ
とであるゆえ、 (z.1J -(23)のrr.止まOιお〈ことに Jリ;え
の諸託ま得ふ
0=あ{J川 -FX /r (2.4) 
0=長S{S)XナF{SιS)/rr (2. S) 
0= Pep( sJX -FP/V (Z 6) 
今所笠のを常itf: が;挙使時間，浮ft~積金 1) の回 å1 生産




問者〔正毅九と ~~F ま N!~):i: 手二とで th 多畠 イ七叡1Aizt'
系(lチドμ6)IJ. ;えの採1}.N解z1tιt"A有Lて1I~ø 
rF/v) =議X(S) (よ8)
X =.一五X{S)( 50_ S)/五s{5) (Z. 9) 
p := -fep{ S )(.5色 S)!7es(S) {よ/ω
すすねち第'I~民基1貿3程度 J ま局'lfrPl.授とéJ~ニとがで・芝. ニ
の 8~. Jる3たぷの度1ftどL(， 
ゴ=ー たf{S;'あ(S)-{SをSJ/珍s(S) (2./1) 
とゑI~ とれ手。 そのが票所与の問題fel (Z/lノd最末と写
るぷ l N!.lJ 広ヲよりフー'友夜の最X佐問題I~ 帰j自之点「二。
.32. 
主 ktのイ~tr右足式・えの F浮き出 L 才 IJ.， 多穆系にねしても可
箆で・めリ‘ }去、 3 託凶の Tl'h:.最畠{乙問~Iτ 氏|羽しうる。 くわ
しくは. 支前くU8Jヒ(191ま多RP，されたけ。
空常Jf.の訂努l遭!は 定常点へ最定崎間て・・移伺司~ 'iM御乏
昆川也事乙 u フ最1車制御問題が待£特勺色めに¥d.‘ ナIμ
ヒも宿恨の路間内で 戸T望の定J常tZヘ差すお'lt却が向丘し弘
げHt.1ずリらfJ¥ 1 0 このことZ係官正す3とめiニ. 以下の考察




建にしてける 5うrJ~r線的活II~?柔へ勾 jた l訂 IJ. ~T::.~られ
fJ け b 以下• HE疋MES[22)の手fgiにもとす '-1之. キ翁丈
が幻象ιしてけるよう rJ，制御走者以解匂i二信ん吋F修行?
制御系の定常広のすflJ~主任 1:: 閉し(.考緊￡くわえき。 ρ 1)
-(2.3) z"表現lJhてl)易対象i芸術移:v7tを7.{F!Lァ)正統彩に信
んで~ I c}.1 ，" I ~ ~管告をLに関して iユ‘ ~r~集約でみさ. この花王
なあ1鈎ゑ左之内孫に急成しZおく。
公=.~(叉) T SCて)乱 (Z/2)
二二で-、ヲCIJ.引ー;ええの~~態夜をえぺ 7 トル Z\ 1A IJ r-;t i. 
の制御'友叡べ・7トIL，&芝りネレ‘ う{句)lo 'Yl-;スえべ 7ト/レp
8lt.} Iユ'Ylxγ 句てト，)、ソ 7スτ-けすれも党のl紘依命可





1-1 (X' )β(X) = 0 (213) 




二点a(2.12)のl勾zrLV75と、 記£信J.TJ ¥ J;丈武-εf写~"
五(乞ノメ'"定(';f).9tC.ノ (2.1幻
定常-11:態1:ゐ、 l)Z ldゑ=0てH あきゅ乙.
0==え(幻.9(t!) {2./6，ノ
n悦主可~ IX容がある.いいグ之瓜lf，す吋ての定常点IJ
{2.16 } の多手義体工 J: 月 fi9~。ニバ1花・'1の苧i筋の診 ιZ¥
;文句問題左希えZみるa 凶ゲ rJ号制御まあこ1J勺てる， 多
様は (2/6) の渇る序， 1初期医，ヒ~J (2.ll)の鮮戦直が;ニ
の多孫停とiJ'5 fJt L，之rJLJのほどの様tJ~易信でめラうゲ?
るLこの様θこζ /J¥・めJflli:砂採1本(2.1b)工に危在可 3史脅





のJ7 rJtf~ 1τ安1TJさHt~ rJ.らlず (2/幻tIa:. 
(A~) = (え9)/'/
とtJツ. 多様体長9=0 工 1:あき初動状管以外ずら!ざ. 定
常点へ査す 5こ乙¥d:忠芳1J¥、， 21俗的tJ19') a校訂し Zみよ
う.制御ゑ (2.IJ..(2. 3) で・ あ(S)=ー ふ(S)/Yとびって
いる1号令左肴える o (zn...(2.3)の局辺 1-:.ペクトル超(t)と
034 
とLz. pt (X， S) = ( SO-5， X ， 0) d 1} I J ~と‘
(5ι S)えすxs=Iex(S)(YS'ιYS-X) 






多様体:(S乞S)y=x 1:にとら潟li'tJらtJ¥ >J 
二のすヲJ望的リ室町本IJ、rxと5勾聞に化Iす量翁的TJ関係が陀
宣して u会JうTJ*i) !JIiI-態。‘ら己1. 定命~t.態ヘ有般的問
?乏しうる可貨品主左椅2 とりうことである 6 fljilの吃$
S，ぺ頑張時間肉ぺ乏しう 5初芝別式鰐の生体き史、，出す Rめ
1-:. leJ. 二ニでの談裕正・¥1'"Id不t~1."めれ tJぜ q ら. 可
制御t-rJ¥Jlとめの十AJ~(干 J:. づけて正げ君事E し 1三の7.:' dJる
から o ;lp~射ヲ制御系 1:: 対し 2 可手直後改正組織的に兎出す
す坊の閉廷ld0tゑlτ殺と爪た久乏 tJ.訴9!Z"めラフ。
3.2. 最短時間間患の定式，1じよその係諸
所管内定常変 (X'~ S~ P勺がf実度芝府.殉与の初期芝、
(X(O)， S(D)， P(O)) h 5 ニの哀 (X~ s:pうヘ有孫8~ 聞で-可 flJ乏
で'めるこ ιが・保義芝府てみ1ft，;r: ~盟の問ß!1a:. ミえの様lτ
~式 11::さ成多 e
妥111.矛盾抑E"1.・1i1-Ot 4J1l' f / z./J-どどろ)"'7 iJl < I/t. 
.} ~7.テA の Ilf! (f(IJ， J/I~ roJ) 1 亥:れ J~/$1"{:' lf tの
災弱${シr~5~?ウþfラずみ彼方タ=i{ú，ツ 1. ilの:?写





符実tJ1l5% /l'L /;・ 3誠会/)¥"h会。符1:. [l，.j)... (z. J) の様
な制fiP変数乏線形iご信んでけ会制御泰正対安とする均1:
1<， ¥t" r工JiI.P)f守安tJ-1t.況が主 L・3ニとi有ぇ zゐl'J j; IJ~ 
rJらυ、'0I今日手Z¥ この符要請IJ併に問事 ~J望論áj，訴史ず
をえ~~rl とての工夫がな多くワさ此て来たe リ、 ι. 得妹
rJf]iJ 1隊、'"Z、安そに戸?笠のあ111gyr;t~1会♂般的1J才気
lJ花をさ J/LてII tJ¥ 'T たた P つ司例外l豆、 ZJrえの 1~相 00
1:，解却しうる J7 TJ問題て・・め会‘ ちと之l孟・ 4え終を数の
数IJ¥"Z'7 7:、告'lf31震を2のをえが'1つの問題ヘ、五家の間ff!乏
帰るさぜ得るa1I-:.IJ. 犬同向に最畠rめるニと乏， f来毎し
7 る栃~~が'め~ t Qf/1'10HlSKI と/VkdI23〕l=JHZlj;/?乙/
zj. 1:. T IJJIet&: I:.f， Z.ダ弘ンJlAまlfJuaこの};5Itが示u五
t J/Zてけるじ37 こと tめ多 /J\'. 景品制御問~t.1;J ?をリ
締ひ.つ 1i:.のIJ，;1イ'tELE[24] liル HEI01f5 [2~ 26 J l"1J 
ラフ. 二の才jf.a与を邸アaeλの問題ヘliJじめて 直前Lた
の11DANS ~C al. z.. み~， その肉~tJ q Z.{τ第ー 撃て毒
IL L T:.o ;fP'r・史瓦1(された問題i手. 31口の状態表雪之X)
.5， P J:肴 L. ;A1:を1:二の才i，A. fI " .:$こと IJ法来rJ¥ Jが・
彼7."足3リジン恋路の Jつ1=. 会S(S)=一造κ(S)/Y ヒけ
つ関係が¥威主事ゑ J7な対象1:対し之¥;1.. )商ゐで・める。
以下にニのこと左示す.前節て‘官民しEJうに. 空席支へ
羽Y長1間的1:~'J 1乏し79 巳めの l)t零~(千 ι し之ネí]Jß:} 芝 \"J.
多4主体 Xごr(s色s)tに1]1 J/1.1J." tJ 5 TJグヲ正。 るL、
J6 
初期実が..;の多様鉱工lτ あふと事バ1工、 (21)と(2.2)J I} !宕
易にわグ5ょう l二， \\/J' rJ~ft左めたえよフと b 彩l二fIl.
!，ユ.
x= rfS仁s) ~/~ 
を7角す。 そこ Z¥依会才荘瓦嘉 (Z/)-(2 3)ヂ1=現われ3
1~終変数のーっ.たとえ 1;." X A (よ17ノJ伺LIZ. ;.均五ず
成li:;スの様ひニ次元~O) 系 1: 帰着し得る。
ふ=進s(S)y(S色S)ナ u.(.s色S) (l.l!) 
ρ=造'f{S)打S乙5)- Up (よ/ダノ
こ乙 7." 7L /J F/vま苦味し.唯一のfi'lm:1震をえとひって、】
!>. この Jう1-:.し之、 Z開設が・ 2;"l. 乏の問@þ 帰'~l れ‘
グリー~{ÈJfd lID伺 L て.解乏つふダリーン長?理æt手] L) ~ 
解去の臭i率的弘子嶋IJ.付録I:;r.qごとにL， 求訴"(1;1. 1皇
統括訴に万1ゑ6フー つの問題 1:.つり7.;号案事る o
よJ. :Æ;，走者~}(/)動的rJ>1，.え間設
ここ Z・ぃフ. 連!.老若訴の雪1Jbj1J Jl転ιIJ 角与の Z寂期
間中1=. 滞在~9~間正刻々と安化ござ~ 1才1Jtの!q九
をの符双U診のと ιZ. 定常l宣伝まる. そ司聞にtTずごと
るあ9.JF2?z-13 Zの J')rJf豪1:1:; Jっ-Z.目的庄皮切の
主ifIJcど坑Hめグ1;1)、わIj問題之定武イrL. その稀;~
1:つけZ音反q~o {f転時間丁(え)があ正えら4lてけた局、
その問に待合 ;j1，-j 正味の目的主産切の量 IJ‘宣伝中に~~r止J
乏庇 ~t-苦.t;，及ヂのその従-量と I afi.終JP号に棺中に存立す




J =¥FP必十 V(ηP(T)-WoJP{OJ 12. 2ω 
ヒrJ~ 0 ( 2.3) t¥ε伺1~と y ï{: tJ スのヰ柔に書乏グ之ら àL
ふ
了=;:下旬以d1: rz/} 
亡のニと I~ Jヴ'2 評価聞を1J守に. 1長賞与笈数のー つでみ
~ pが信jJh 1J¥ I Jうにで・き正。徒守zfhiSAid. ;之の4系1:.
症t¥イビe;h~. 
まり8‘7ff鋭機:ダづけヂ1ft'f2.!ノrμZ)IJ617'γ2.2/ノ4
flf;O/l7幻長/¥trJダltρわ縦ノJ () {U t 1t14fl? 
o fl/ill方 rl(ljf;tø 万 t;"l ， ぷPJVKE1 と .InをM/fJ~ 刀'J-J乙
プ砕1，Jtdl:!J， 
この間忽l広 三つの材産売欽Xとp ;itf〆nflー の制御j更をz
ti J. J手つ 2;1.えの問題Z"Jiク.グツ-;， fI Pll fl" J ifl.51， 1/;f4 
hJt Tjj iJHba1.j} i Z IJ多.難わ(J ?ff請のJズ費:eX(刀と
S(刀IJ:， 朗'Ac必z( 1 rJ1I Z': 素直I::Nti.ねlirJ.5ヅり点
みよ〆 i終筋lJ1~iT /J¥" 閉症と Jたて， 1ふ究 1;めき. この J
フ'jf}j-I:IJ， f ^ JわEJYib・ 8‘泊 j，終錨1:聞す~'Jt穿
禿仔t.j}イ伺 /1~ことに J 夕、 グリー ン症涯のSI#1J可
ztとす 3ニとゲ・AJt会[27}0 ~s{.J) n'" "Ax(J) Iご比例手3
JクヅF号省‘ るLみt/J，f1t/)，' x== r(S乏ぶ)a;/.奇LでtJ;h
li 19~ に J ヲて. 符:j}FfJ .tt況が住む・る。~.ズ度予表殺のーっ X
15声五e.Kl， 元L問!t11J.
ご~= ~s(s.ノ Yf5色 S)ナ 21(S乙s)
砂援と Z.， T 




令にネ L たとうソ I~常最i車点へ最短時間r-秒行し、角lえ
の 9~を』い:iJきjz"定常霊位左l続(1~と、，フ !l1~j\Q ターシ左
ヒ 5 ものであ ~o
以上 Z\i宝続芳お 1:. 関司 3 一般的 rJ~ 察￡然え.実体1J11
として. リジ~ ~m}Æ 8l り工 11・‘ Z 、ヰ霊々の jf~包 j、o? -~ A 
JZl三‘ Fι乾Af釘す§。
3.4 応用例:リジシ変@J-





(X?江戸)~ (0. 2S1 O.'16J 22. 3) (2.22) 
と計算とれた o J た最短時間問題E考え会 a~ に I~'~ と rJ ~ 
定常tK.億べ肩F長時間内に到乏しえる初期以懲の集合lユ
O.I.3S (2./lーよ(o))-: X (0) (2.23 ) 
であたえら J/tJことA吻れる。J，X1:め~flあの長と Z" ρ.23)


















。 t;(hr.) 20 
事?国最&;.帯宮崎閉その2
10 
第f図t=.I;}.，狗獅広 (o. o~ 2. ヂ'~ O.O)"A有すpfi'!Il.l星(7.;包勺て
最IrJ U 1)'‘どのよ?に豹ιLてりる。、が示さ点てり云。
ニの筒兎 I~. 不gきに視~rJ操作 lてヲーンが奪ポ之Htてける
こと乏えしてりる -2動 é~TJ fl転ぽ)~の解1;; どの J フ U
るの，"Ji>ヨフ 0¥ tt1交のためJず(223)l;P.，す初動点lt;





sO=2. y .2卜 X(())=U，tJJ"









こJItうの国に示 e.JIl.た二、.とく‘ 乏わめて簡単リ掠作 jマ9-
Lによ 1)‘リプシの笠産量去最丈にし、 グつ.この1i1下I-;}. A 
fhS~間了 i二 β、 Fれら 1" ;丈の採はフTー ドパvク誌竹卸1:J勺
て安f昆しつ~.
{wr=00{MJ5Mm) 
F/r = O. //6 (lfl.f) S ~ o.~2b J (2. 2手j
;文に.(123) g弟Lてl1t;}Ll動的問題の解乏号容ヲゑ。第
121ヨ13-. ゐZHFR31マt1JrYf(-J)どX~りにみ~.g寺の解拘t差 E 示
Lたるので. {f'i.9~問診 11 之た tの 1.."JJ 云. ニの執よ宣[， Ir~足
すふために IJ 第 /3J~ に，þ ヲタプ7・の援 rt1)1'・f末、三れる. 二
(J) [J~， t i I (之24) z'ぷと;.h~ J j 1).最畠でIJυII/)にさ












OJ 0・I 0.< 0・.J 0 10 :JO 
X -t (hrJ 
事12mj知的表直新星?の2 新3起1i!iJ援f告をのよ
安綬が最l色ぴ掃作r:.J.つ It与 Jol 
5J/l，J空度量!fi!1誌 B~間了 1:: T 201 
対して描けたるので.双線lz， Io 
(l14.)の援1'$に付手 JJ結実で'
める o (f，~月間7が彩画5 アロ
ぢえて・ i手. 61もっZ"Jう 1三乙bJ/Z!Jと¥1j Jリ否 ι三 355E 
a:JJ二鰭零ごJ/t~ J住I貿ま有L.Z ける。 ヒ¥)7の IJ， ~彦市 1:: ~ 
~;51そマ、使嗣ぢ抹の遺伝的安要によフて. しl;fレli'，足
紘(f，長 I)\~f広よとれるゲう。 この J才口広Jリ， dftABf間了
1:.依存しυけ(2.2チj勾筋学TJ1支(p1)"， 第/チ厨iごぷ Lたよ会
iニ， リジ〉の生h.萱の治下まさたすことか/jとんど 1J~)事
安 ~J ， f[1字Z‘めラフ.
パ工のろ与ぞに Jリ. ( 7.24-) C1).:J!案作 IJ..最短時間問題マ、骨1





式jι し、 その向~~0/1マイ〉よ左 ttえした。 3 た定式化され
た問題~J;')杵ヰsことに Jリ. 基l貨のrιぅ高震直l安ん(心。:;
凡~~，主Æiを 1-: 民:1~'19 さと、、う Monod雪:YE. fi/; 1:対ι乙IJ.， 
Zをn リ符j~TJ結果左尋くことが可能で・あっと 6 -j交l二‘愛
読関係 r~ll 旧日 開設の次えぎ下 rf~ ニ乙ができた。最
役i二、 1):-'‘〉干害訴に討して実体的TJ"Bt専結呆左足レ. 安限
的iJ続ょEJリ 三?司遅1訟U~ ターン左比較し之、 J つの最
良と尽われき Æi続?を跨のJ1lf~1知子!:f9:，示、した。
4-2. 
~4 手四分受'跨l二あ1;3{ff~ 奈 fヂ
原料互最初。、s佐官良仕込む回分彩画jf:対LZ. A当fJrL
/きZ¥所々 1:.J，{;-/J oり t¥1 7千回Ji仰;1;].，多〈の絢51こ
清幻rJtl~;~l";';; こ ι ￡第一章 z 昆た.イとf1反 tk'I，幻象
乞LF:， J~ 1iI このよう TJI!f'E ;五1，芝，;NZJJ.者数!fギう反jp，
1:釘しz. f字ι局L~ J/L. A/lIs {29]以来.Pf鈎幻珂I完
が叡争ど tJ.c;fL Z * た [30~ 3] Joιニうがぞ係正釘象とし
た1'f続的tJ府支IJ.， その実際6jυ室町i，:るゲ8、7h'? ，、最
近j7." 11. ワ Z れワグっと。け〈勺かの例タ~ Id， I号'SHI1I1N
~ B/I~YlノKOV (34]) IAHIINE l.3S]おJぴ・ OHNO2taer36Jの
毅告で・め品。級生幼の必須ザグt・動生左勿の 1五&:tIJ t1fのf震
度lこ袴注l二関J!ιZゐツ. 手回分者fpIJ， I正147f ('F 1:侵5
ιt Itヲ LZ~ ~υ l) f(i!安幻υE手足首Z"めao 妄与のだM
a通じて‘ tZ良之Jh巳虎料m侵絡のバコーシが. つーのるを
宣之;Jtた1i合・?とワヲZIJ ~ P考会t~ l'~ ~ < TJl )・者支式ど
テ~'I/， 左基石愛と Lz， この最良は后fif~鉛lÏfをま布L主Iめ !t専
とLて3長め.17とりフ訊みが:現存めE伝授がJI二、何らか
の新しけ支ロ見d:/JOえふことに多ぐ IJ笠めぬ 1:しても， それ
ã@(y -z 得 6 点 3 才;~鈎 I~，メ?後の新し υ 恋孫1::f::rレ之、
看WI:'1島同芝府ることと釦侍しても J庁 3う。以下‘ 半日




~I= 字蹄ê.KL， fi:;fJ. • JlpH 1:聞とれた柳拐事I=-，最初め3
43 
警のぢ左官z・3侵t.1r.込ん τゆ‘しここで栄象~!のすべ τ ￡
信むj東約ゑまi芝総レ‘椅がJ局室1-:TJ ヴF-~式能 Z"発鰐Z 打m
E も O> L す ~o この尚， ¥， 1)'ワきまf震で・尻新五{支給レ.何
尚閉7."le爵左打切，.n，1-;):."， 浮f~Ø奇問者リdJ B 的住f主切の~え量
が最久~ r;} ~ r:-ラフゲ f.J
ニの問題に数今6ヲリ表現左あ巳え‘ をの解3~! iKす二と
が'zニZ“の目的で・あき。(/.I S ) '" (/，1;) I二るとヂリマ， ! 
波itt 書〈じえの犠に rJ~ o 色Eし 牟稽奈Z考乙てける
申之棺杭 t，=yef 5梓 al;f."3;' l. ~S = (i ι蓄ぐことιF
る。
v=p ~m 
え=/ex (S)X -fiX /V (226) 
s; Ies(s)Xナfi(Sιs)/r (2.2刀
片=遥p(s)X-FP/TT (22dジ
この半回Ij考訴の叡式 Ej'ι13，主dを妥f面3のEテ、'IL-(2.1 )，. 
(2. 3) Iニ(2.2$ノの liJ}.tf I.ヂの衆量の安ィ~I.めた乙云 ït 乏
つJ1<ゆえたるの lニ夢 ~"t;J l)ことま;1意Lであニフ。 :1ユ
工i互の問題の生首 J:'従勺-Z， (l.lS)--(l18)の依ift程式表
の æ界約千お J〆評価問叡正紋式.のめて..~~1会o 1A併朔
占E83K£pf会I0ιすJh/J" 
X(O)=んJ S(())= 50 J P(O) = 0 Y(IJ) = V;μ2r) 
~t9frl 切略委'Iまちと "9 JIt 1"-~要塞 J ツ
y-(今)=1li- t乙必j
言千f面の差~I ム t=句JZ‘に得己点正目的生産初め量写8
王者?邸に字LたBj局ft; 7;" 政 ι たるの f め~ 1)' 5. 
J=琢今/今 α，31) 
4.4 
この伽静f闘をt¥d. fAfla (之 2幻 ~(ZZð) 5.fJllてか
殺Jh11~ '[・・会示~ tJお也るo
W与=J仰 d.t-協 =ll1 rr 后~{S)Xdt -J1;fo 
ワ3飼{系1Jr'あ否ゆえ.
J叶=斗jfれ7〉3(ド~XμJ ，折竹今令t 伊
=こで. ~nr， ε X) liJ. Y;追!I'(S)X A玄は事ふ二の筒索、
何面関数3のずl乙IJ. 日脱皮切の持干の燃PI幻は
い吻之. J;f長末乙 9?;問[~ð. 鮮<~. (之.zi);t /5}長司五
l 必・~11 tJくほ念。結局、問忽tJ
4立(:み勾季/井μ2.f)""'(2，・27ノ;;，f t.l' (z. 2~ん μ々/の d
t l" (2 )2) 1fTI t 1ノル"1)J ()ピルfノの動'iJ7.，1~jo 
之1Jit' fl εd ふこの J フ ι ~tt~ι CJえた ßzj!J.teJ. 1重it老
@jl= 1;'1 ?J動幻1!fi;問題と&っzAtfie予期IeJ. .前るってめ






lご/ずラメーター入の Il l)\~l.li点て II ~ 91 t= P&< 
リ この FωJ(J(Z}2)のJ三長xι "9~~ 
:の[tJfの安婦ofず伐にあす. このrÆ.Jffに J リ的儲B~酌i 存の
3宗zく I~子勉度lt1. 1f Jこ官j;(Lる 1¥0ラメーター入の採Zえ1:
4s 
~争すことが'z..z ~o rZ，z6)o"ゲ，!i)ft(fにみ‘')? (z. 2S) J考
慮手Jh.IJ." ; t (1)度1;安/J¥"t1.t. l.-τ1I Jことが約/)'t; 0 
(r~ノご I2x(S) T枕 (Z14) 
=椛IJ. ヂ@づ?蒼尽にみIJj Aき1J符後手・5ら弘 r"dζの間
~g鮮ぐのに召効 1-= j~ Iil L-フ3。 すTlJlヲち -ftJ~ 、Bf
伺乙に間 0~ 手i.1Jd. ;t O)~. rJ符-jJrJ形の線設'ifと L"("fc It 
L1)ゐ・1ごとd:.aJ KE-と手品。
;-( 9rv;slx)-入了:L d:V，.~: /\~.~ " .dfVズ) (.よJ5)
OJ .Jc 1e~(S). 抗ゼ
:<7>ょっに‘ 約幻会fで'd')丞飲タ才符瓦左伺υτff1i1J関紋
左緩積分の汗?でゑI芝とd1.(; lJf 1: I手、付録 z.. .r~安とれゑ長久
/&/安3& と‘、 7 長過~tl5Z， ，'"%'/ fl ~ jふ付録iユl;J， 欲タ才
手:it'奈m制ね}，1:[千ま向綴t':Jに御三‘許{困問荻正絞殺々 へ Yや
るさぢ{}A;~ と‘'片易 z m. たi.t;ítl}Jg最丈とす 3駒l彼(得.tIL
盛)l.毅iztT31ι して見 u 均す才;~ lJ{髭さ胤て川会。
最後作例 J~ よづ1.， ー勺の符11tJ場合、 ~5(S)==-ふ{S)/r
乞リフてりきz号令1=つけてJ考察まくわえてみ<CI (226)と
(Z Z7)の局dに 7と〉γε グげZ. 辺n./jO乙省ぜJI1.IJ" 
7メナ rvs:; -FXナ fiYf5色S)
Jf手3が¥ f;= Jt ("あ5ごと正考虐-;J とえの間ít~ 得
~o 
(lTX) -(V"t ( 5色5))= 0 (2. 36) 
こJfll初期-at千(22幻の長と，"解111J."
vrxサYs-YSツ=v'o ( toT r.斗-Y5ツ(Z.3刀
ば3積分多採体ま得ふずTJHフう. 千四づ~fI宛 1:j.1 L ざる，
vr XtYJ-'r5ツ=ー 定と l'フ.号翁/Jl関係Il;j丘LZ ~) ~ご
46 
t が 7が)J"之ゑ。そごz" μ37) J伺 tJZ JKR?表むの一つ
X 1=っυ てm-t.I t成正仰の 1ft宇1Jztヂ/:ィt入(jjこと iこ
Jリ， 間1包の JえZ乏ー勺巨げ fJ下zずさことが出来合。ぞ
のi待呆 JXE? 変 f~ の 2:.えi.rt f'8 (SJ y) 1ごみ 11(， ftziY. d飢
怒し之さ 0えI ifJ v" グリー~'E pf a 1fl L た解;~J. {i/ tJ Z 
Pif;比!a71<めきことが rき;， [36J。
以工.千回タ?t邸にあ1~問~Ææit1とし.係去の ít.o イ
:， ~ t fi[(， f= o 以下 1銃密1Mて-hl工'1r=リジ〉ぞ防 1:付
L Z， 具体的に間E!左係く。





議4じさ也Utlゴ'J、11)、巴、、うJZT-hる，これ瓜児¥-:.@ 'it 1~ 




白から l"d， fJ ん~ ¥)っても i[./j的に J 足以i!授で-原料左




(S/SD) d}空間での長遇制!a示/.， F-舎のす・あふ そこに描
47 
グJh.1.Llヨ6づのf/l.l差Ief.， を点を此 T\~ 第15"回
cv;/v;， )のfJ.が・ 20I 22， 3.0， 3.'" 7. () 1:i .8 
よひ、 170Iご 1=ttfl:. ヲ~ bのz.め会。ニ 6 
の困 τ")色下リの直線て~1<わされて LJ 附
る卸I;jの物品IJ fi=∞ l二釘淀0/~ .4 
るので・ぁツ‘ /"1/1ん!&jé~ I二丈をめl軒々
11支給3きこと 11;はしzみリ、安
1去のJ案作乙し7.1ユ. 百 1~ 毛・ ;(i. と ji D 2a 45九6 .8 1.0 
1質玉名む l露ネ~正 義5訴拷12.j主込正・こと，.:.dヲて安現乙れき
ものと考えられ語。図 J') tf Æ綬携の小ワ~ Vj/V; ~ z乙Pは
この原料の仕込み段作の彼IJ‘ foJらj量約まj失絡3会l'it宇が
リく、 回/j変@jjIJ¥"'最j@z.ゐ会こと左見3ニとができふー
才(原則が 22 と 3.7 の閣にあ ~EJ守 lユ . l納J:(r.込ん正・1友
丘Eちl二. l色合 u並々で・差t質~(f f夜1Ia'レ. 稽/J~茄量 ιU づ
たfK12. める p~間‘回身者爵正統げ 1.~純正打切合乙川う
1ft.えが最i島z・める.最後1:.(巧/万)A'i. 3.7 iツ末と Uヮたza
命1:IJ， さらに複殺tJ.{f~孟/J(牢禾之x1会。 ずリわら• l定料
1込例会. める期間‘回$影時正flぃ ;之、11." .芝I買え左
i針リ会JIlと金1i司!Jl段1."(!紛レ.穆が;荷量ιワヲ色時
点力、ら IJ. 角点、 回/ij者跨£行うヒ¥，)?にIf転 I}¥!l島とな
る6 (Vj/l石)A'"Al. ( 1Jヮた将{-=Jうら JhJfLa. If間段Pif，"の
回タ表的IJ. 百停をの不足正統う主的1:零ポされ会るのと
考えられ会. 以工のごとく j受同首童ビ彩画11~替の1\ 2 乏
のrt.のiZHi二Jリ. 三つの管仰に表会!伊Z.ô(・等不 2 m.~ ニ




援ITとし(. 平河fie. m. T=-1売物i失絡はlv，/vo = 17.0 
lIlを左同日告二とに写会.第16自に VI パ州
(琢/Yo)/)，-170 1;' I(}よ7deの、 FlJO「ifF叫
長島琢料f支俗i点(安m事)と正命的12 5l. ! j-n 
-定試操作であれ‘えた忍航るft篠) op二i・Fミ1
勾tcfをま元、してめる。 ニの崎 間惣 O 2含 4 
問、 吉井fの許i白星~で・めづ丘包産・}王
.3 ~1t\下 m 老jをで・ゐムニ政 E 計算す ー
るに(腕)=/7. 0 17) t~15 /:IJ O，oJfo時
(Vj/ro )=:3.7のJ事タiこ/J，J~ 5jのjfJ下 o 










("e = fe，rI.JTJt) 
手自信号爵lごhJj~ !学1!.B1朗多クの仮童 2 最末と tl~ 問
題ま定氏、犯し. その解;~まますと伺~l:' ‘ リジ ~li面).1ご付
すJ計算厳寒左記["r= T -1宣伝警と，f~存ft/) rG0え，1、1=ぶリ
三ヮの l質的l二愛会援{'TI¥O?_ンが-出現司ゑニ ι1J¥f)~う 0‘と
rJヴ f:. 乏bに 最過操作E、1ð・ I-:.J足安のもの乙 ~;3Jj、と
~l j.f[区Jリ. 通常的E命的にー史リ操作と町民枝左行¥)¥







問忽の ι ら i えき I~. あ<.j. z‘bll転才武"JflJ与めるのと
~ 7.最長1J栄作ま疫不しともので・めl" 従ヴ Z 乞のぷタ
rJf転才孔‘~，~-qぐれて¥)~ fJ、Id該識されtJ~\づ正。第 3 孝
1"11 :-1/1問盟主取リ工 If‘る e 前半鈴f;J撃-d).I~ d 1)fJ ~系.
軍務系 lτt~ レ‘後手 ~ÞIJ. 多樽ゑ 1: 釘 L- "(、 最長1Jf'~ す式
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TR¥;? lロ}分ふ伎と合fuJうれrJ."， を点 J: よ1h' す~ 1ヲJf1えのf品j
9;)面t~の乙え 7 Lt J t1象ιL，l けたこ 第20@多棺系
とに、指定と ιZr)j。 ニの芝Dlて・I ;J i] t.取り工lイ-る多持
京司問題l"J.ぞ晶持続丹精民問題ヒしZ勾 1!i巾ち宿 LZ 、、る
ことま f主主レておく。
丘1.l~ 1eJ. j f'ク;rf云!o'lo.'q~才11式、奈ヂの定数羽豆
句。‘グのツtJ鯨将L-， 1t@~ィg去の最 t 基本的 t.，}~手彼￡同，f}~
D、 iご~ ~。 ぎのf，afIJ 6.2 l'J.rの2i盛期患の解:-fIl.íIJf;~ 1 =反
fJl ~m ~。 五2.rlJ. ffi認定信 1宣伝下 z-'の多棺奈の最@問~
ε定Kずとし. リジン完t努1:勾 LZ 奴雪z歳末 t:. ~ ~乙 l. f
ム 14i市成司会と長ì~q I~ ， ~質幻 U 問惣ヒ/.， 7. f与ら点~ ~!)長江え
6() 
干のリジ〉dZ点と収量の関係が・弘子ムの lÎ~) j: Jリ、 ど・
7 安 fリ~/)‘正多安子品。 ぷ3l'仏 #1空aliえ1:ヲd多
搭乗の Æfi，，t ぇ'lf.永定す J 問~丘 ~it1ι レ， fl. X jfttを!-1-
花いj に • Ii 1島1.危1¥0? -:..-正あた乙a. リシニ:をtJJI二釘ヲ
a 6t!.紡来月， [f~ミ B1閣の安イどに Jヲて最 K~~ 歪が・とづ'友
診がが.筋単に読み取れゑカz.j. ι め ~;tz-;; と 16)的 1':.. /j束
手幻rJ1宣伝に J~ f"i!f. t. ~[， iJif.さ成品。
6. Iク搭奈のt1可否7"ルの鯨，f1t
ク拷系の状態き規定司る <ríf~ rt'系(/./2)-(1ノ'5) l tフ-
j妻 ~l.9と.
恨ん)= Tn fex(sl )XI'Iナ叫ん-td%-MXn fよ/1)
fzzbJ=万九(Sn)Xn ナ瓜ごみ-，ナ凡な九万旬r.s~-F:ふ fよ12.)
(V';， Pn) =-71n -Atp (3/7) X nナ必?，B.，-Fff九一万fι (3，/3) 
す =1ジチ Fn~-FnM-F: (j，1の
て"Jt:> ....，た。たた・'L. P:==F:=ρ z.める() 3. / !' 6l ~丘一
揖系のf'$ 4;:悠1:Jj 11 ~才花 Fじkの好将 r lA.af弱棺守の
制限基質法lSJdl、重零 1J. 1.持j ー械工の ;l.~ 鰍として
のfi号Jf.変 C'Zけた。多-iiゑ1-:.か』て b、以下に佐多とつ
')， ;~包走者ZF: I二0、約フ 2， 治48のあfpl段差t貨fZ/会S?z手、
決定友をえとし7，ijiI!ズ会ρ，//)-(J. /チノ l1;. J4 j二とれ
i.1bの Z有11]t，ゐD二と/)¥'Jh /i会. ぞ必 l H!.~ため/ニJ. 1"
協会協ん，ふさ万(5'勺1)，Qn全lTnふ
r-ZBLε ;k~萱 1:. 関手~ 3つの交をY広}f:.ぅ'}Q" a与入手ム
(3・1/ノん(J・/ヂノε : ;/?c;の称変まlz.、表;boと. 以下に示す
ごtく. 笠智さ必た形!j-寄る。
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話完=危x(Sn)"Wj，ナMJ3砺-/-(U:.， 71:')耳石 fδ./5) 
iぞ円=:-ks(Sn)lf!nナU:'，Rn吋-(ZlわUnM)RI7 (3.16) 
Q九ミ長p(Sn)w;，.，.U;'.， Gn・I-{li%"'U;，')Qn (3.17) 
fn = yf， p; -+ 2(，，~ 17h-I -f&tt1L':)]l; (3.13) 
托 T:."L-、 これらの ~rf "Z・・ u! (J=:J.HJ'; !'l=I，2'..N)rJ 
μ~ = F;/J1; (3.19) 
主示90 さで. (3， I S) にあ;I Jて協(1l=1，之、..11)16.ふ，ufJ，
おJが u':!j)¥ 亨ヘ‘てあたえう的胤lぎ計算芝H1.‘ そ内f，ff果主
(.3.ρ，どJ.I?)1: 1f入げだn ビ QT1 IJ\~ 泉c1 ~.砿 1<1. (3.liJ 
Z解〈ごとソ<. 疋h= 7Tn (S~ふ J 句関i先 J ソ容易 l士官T宣之
th. J 0 (3. 仰の俊介す;rr~11‘ u:ft A計算手 3のに嗣 11 ~杭
否。ヰ tiわら
uIt = liわUn"'!，Yn-I - (ut t 21.:ノ広f/V; (3.20) 




以工的考察の結果 Snd;'定定安殺と考えゑごと I=-I 'l. " 





が寝号に qる二じ 1乱 す τiτ 章袴柔の rt信最 ~1乙 1-= (Jj ') z 
見会二とがで・芝たが、宇野Z-I~. 多1~ゑに勾しても ニの
こヒが妻 τ・め~:とま尾る C めろっ。 卒論女て・取扱っ才
リ争反応毛手 JしにかFてほ.第1眼差lす濃度8IJ.， z;t掲殖五E
I雲港xに直1を関係して、、た o rじ増殖)!度が・イぜの多く勾
孝副 1-:. 丘厄さ点 ~f号令に 1'1 I 二二で託したねZ託系の餅芝
r;"しケrJ:治安刀1:"tJ 、)~ク 1-:' 見乙舎が， 2.2 Z"'6tL丘、 is?
f&f l;t~ Aむの属司教であf;LueCi(.らμマー乃，rct安の Eテ・ルに対
L-Z iJ肩f/jZ~ め多。 ずrJtJちニの F号ゐ1-:.1;1.51:定安数とし
て、 主語、 ç~veIl:度かま考えればrJ l) 0 担、回自ヲに
君、 TJ 守た ~Ct~~!4.1わI5支定ê.mHtri，みj会l手. 二JI1.a ~I見
し?; Jフi二， cC増殖忍Iき去五if.z司会附子z絢f;y7sること
1:.リ会。ふ論文Z"I手， 主穿fJ凶手としZ‘特定の基質ま有
乙、こ fI'L! 信M抑制支絡み J ひ-z路交の J~防政ま詰IJ
f11す会ことにJリ， 間接的にttt'営1;f星皮E常l1neJること左
鈎広して Zr-:. 0 均MANEd a1. β5] (J) 被告iユ.rc!官狙昆
j安£安定張叡と考え会ことによリ， 半回タi窒私乙‘のql重政
丈イどの問題まうd-(得りた 6 のすめ令。ノ今後.~併特荷の




1)1"1.続定常 íf， ífh下 1= める~，けかリる符，任左肩す?J 1)‘1， 
;文に吉とすユつの紘点よリj考察する。その♂つld，どのよう
o3 
tJ~さ訴棺正、 l くつ前ぃ胤 ti; 目的空皮切の単位崎聞きりの
Wl萱が1&-K '(; rJ?J 1)、ピ uフ問題?め会.. J究科の手{乞吟問者




初内;震度ヒ ¥1貿a]rJ飽許，ft弓鹿 L.Z ‘ t~数ぜ j設がtf丸給
才式的 l豆、I/)¥ 怖か 1-:ニの二ワの箱根閣の関係1:ω良さ;f1.
る1)'A )考察官会ことでめ会。いいが乙Itli¥仮量正たて和
J:， 51震度ま殺拘にヒ 7 伝子血肉て\主成可能tJ~史成。\"， シ
スチムの昼、，によヴ"2. ¥ /)‘に;度イとす~ I}'左星aことであ
奇。
収重意文句問題 ま子.収量最Xの問題左定式託手ふ
JA 20届(0)に示 q乙え子ム OVL 定J市KREにみ会J易谷のt誕百
IJ， (J. I幻---(J. IJ>) に~''1 '. Ji.JL左0と L， 1た. ~.もゑヨミ
の;[lf広/)¥最終'lf11J‘るのみおこ。ρ必J:::ιJ ~， '2/，(=0μ'tl) 
と[， t.‘ ;えのよ花氏、家 tfJ ao 
0= fexfふ)~ナみ;f，砿" -7L:'Ji/n (J. 22) 
0=ーム(jら)U忍サUh-，K.nザ -u:ふ (j 23) 
0= fep (ふ)-gナ 21，: Q/)マ -71:'Q." (3.24) 
ρごめfrn ナ釘ぷ!l1h-， -u: p;， (3. 25) 
たら..~，方=1.2.... ，N Z.めグ 境界#itヂιι2.
2rf=ρ ， u:' = 1t  (3ぷJ




で'J>た之5Jiz二必J;， (3.2-ヂ)A 72= I J 'J'l: N ;jt・1/0之J?;I)
也ることに Jリ.
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さ之 リジムを'#Jjε想定L-Z. 治s::ー ふ/rtJ関fゑ
IJff.荷主 L-"'( ，)るJ易省につけてo察ε&めz!lJフ. この的
IJ，ρ23)の仰にゆα，UJJt4ル1"Y (f1fiC'Zは22)
1.，;llt Jk 1;" 反応.~妻 ~Iづ局~(. ~.欠の関係正得ゑ.
71:' (W;;-I -~パ~tJ-I)=zt:fWi-rKn) ω1) 
こH7.1二t1，$奈f子(3.26)のZf-元'μ:::{)t fλ す去と.n~l 
1:幻Lz. CPT， -Y K， ) =: 0 左手g会β，"， この t後1A， (J.]/)の
伊2 たヂfλ~ Z. (Jy;-(Jゐノ=0A 18;. 一必J:、二のJ才
j二ι2， えの関係が減主可多こと/.II"容易にf立場収れる.
Wみ-y，疋々 =0 βより
二の号給開係1<1.メ今dt"， レ11"'~/i~ z 芝た 6 の z..~ ムニ
のi結果£嗣，¥Z 五 のすべ Z正芳i，oる二とが rさ令。
. .JJ- ι J.;. 
2のJうにしZ， 向!.~宗{千とし z. 'Ki反 ~7i: I~ /丞午CJ.1 ;バし
ばなら rJ、，ものl手. (3.23)のみZ・J;る。 手ωρ? /?n. Ot 
oS 
V"nfJ'竺SJz-dら7 た((3./S))ごとJf!. 11 ;b二世ttσ2J)
i寸d" ， 
o=-fes仏ノYyn (S~ 5'，，)ナ必2・r弘 α.33) 
k ヅ~.ε丘、レここ Z" f/n. 1; 
弘三及~M/(17. = FT'lH (Sl!. Jト7) (J. 31-) 
Eをはしごり会。(.3.2J')のJl-fjJ IJ. 万五 cf;~ Zt ~ Z， 
J之Ebfムノyp;(S~ふ) (3.3の
n::'1 
と表現さJ/Zムー 才， (，J .3()) の不等書御所'i~争 /1孔， 1ι その
1i:. JL /)I・ fF./[()奇聞きりの i受 i司1ft料-g~iJ ~ zおヅ. こHlIJ.
害容ヲ最終段。、ら排出Z;J乙幻協;復元J重F212等Lぐr;1
U1lifJ3 rJι} ((s.zj"Jε匁ご'/Iツヌ'e:;./Jt・/JoiJlIi'J ~)) cニ
の事喫l(3.3/i.)の匁=NIご彦彦すみ匂 1]." 
~ν ~Fん/よ~J入，)は31>)
どリリ， 弘，):JNに/!{jq~不等5初旬~(ft= ?i e.1/えるこ
とが・できる() tj ーづの写き前向~(ヂ (3.29)1;. ラグラシ5L




ム=LfA，(ふノr(.f~ JI1 ) -A } r; α3η 
IZ=I 
以工のご・とく. 間忽Id-. (3.3'1 )のラグアムシzアン乙a(3，33) 
ヒ(3，36)cっflJff，~奈作下で最ズlごす;;:とに仏た。等~
制約~，千 (J， 33) I"J，差434MZdz-削. その彼タィどr=1ヲ
6 
11号ら点るf設寸寸花fL'
シヱ -~s(.よJrfj色 S)V (3.)(1) 
I~. 手間タ tl転下の差m!t依タねzi12釘jι し Z けるニと乏
注意し zおく。喫際 (2.34)Iごわ、 1)Z. (? 3.7.ノの n51 t;}t~~
t!)tにjムー YSO=ρ /jJ"jJ) t L ( ()ら‘HZiJ" Xコ YfSぞ S) と tJ~
(2.34-)IJ (.J.J，f) とぞfFlJiにi司t:;z.めあーす (J.37)の
1JoJJBl1JE [;J言/}J託号t:.1)'之z待6;h;-"trJ・
}I今(S)Y ( S~ s ) -/(; lTct ( 3.3 J) 
1:め1). こJftIJ. fEJ宮Iデの5fliJ開放(2.3J) J:t会ει?"t;o
ニの、 手闘のぞi鰐と多絞J.綬52侍ぞi努の殺似，.fロ矛u司し
1. 問~g筋( :ι ま以下iτ試みあそのためJ9" (j.33)ま
夜 1=? ，)z併さ I (3. J 7) /; 1t‘A事ふと
~y.d与(5'") (5~ s;，) -入ム二EYぁf4Mふj -fbムj βヂd)
z得多が; ごJIZIJ ヂ@タ変説の尼，8.1=lil1 ~ (2.35) I~ t:J
J定~(.，て~) ;;二とr;J8fl ~ iJ' Z"みる。 二(J)I~!f: '-J}'" I ( J'"I払)j
の周殺と Lz 1;<1.されたの2¥ よとタのわ宮内，"(3.チdノ£
最X と司会 I~IJ') ~(S..，*'"， 以)J J 末、めJk JJ・•J l } 0 ただL， こ
の友 (5:，lJf)J'. (3. J6)υ埼L才 IJfJ 1 ;/1. liωω， '0 'Vnll' 
(.3.33) 1') ~f~o点J1 (f イ'F~ ρ ritJ5 fJIJ (-~J{J)r(~s)'~o) 
:と£弓之;ft1;"， (J. (-{) ) I秀夫 l士事~Lf?l J IJ.(1f，-みJの
ぽ校正最犬とす~IJ f' Z~ めあ そこ Z".，)元Il:1iえと 9:;ふ
ま Sすとす~ø I 
'-n ={j私fふ)(5包S"ノーえ的活~~ルノ(51!.. 広ノ β4り
67 
ニの吟iRのる点:] 'j ，;1. I ~ 22函1':'ネす、
手r~集 AßC.t1二ヲ1Jh. 1;' fJ. ~ tJ ~ "0 
針案CDは何dSむ)l. I~ L -Zゐ ↑ 
リ l終点 (S~ lJ，) /)¥'、 (3，)6)J ')‘ 二
の JÆ~ 工に ð>JI1 I;j' 19 fiJ e' z.a I常
料去、最j¥.p.長ふれtl宵¥I Z ¥ Jる






に示す式 Jソ，F: lあた乙 3ごとに TJ~ø この J?に L
Z. 北.めゑ点的1、βl与す ?;FIEJ線AUCが'，1‘わたのr¥ 二の
曲線にfb‘ヮz.L匁の1.1.払1:t L ? ，f.，綴 Ll み ~(~23@)
A's'の』線天?iJ第22届のt線1iA81ご - I 営小|菟23図
対応・ず~ Ln の虐Z"rhツLnの長 I IA' B'~ 
;:'IL主主示レz~)多. 一才 β'cの LIl 
|必まP#'d:第22国勾 8CI=;jjヲての
ム3の安イどまネ Lたる φであ多 o
4?Rその喜子{面閣をえ l二対/Æ.す j~ の
j直の工 F民 I~ (j.4Pノよ Y、1!lJ，様
。
。バ'B'NOIこよ.， r I司 tJ.Jh，~ 彦r~の⑤不安であ多ことは容易
j二知れる. 二必1'Xfl ~ -)J多1兎E足りitLZt1tJjo
Y /)'ρJジあ打・の拶ヂ勾基i賞:態度IJ一定ris*♂め争ゆ乙
tよ.33);;I [).、(3.34)dリ
~== yv， As{ .s1f)(.よさより
あご t弓H(S色より
の三氏、dV 19宕殺万と使紛/鮮初去をiEFえらF'l)liftfl KLる。
ーケヲ/)\"あ I~ "1/ ~ Ll HIJで・IJ.， J!i後ω I-=~干の差I管法j安
6f 
2変化さ芭1(.).r;" tJ ~ tJ ' J /)‘~，史企返信;fぎ z.. ニ必~'fI是する
にほ，認般に多くの‘w，Pf(l=0 I二必)íf~ g並べ・る以外iτtJ、。
これは足元をどの反応諾ま孝弘可ることI:J.， よく知られ Z、』
ふゲ Jうに Lz. ザズ量ε1犬にする多棺奈i司 史を混合
棺と花氏笠の反応-器ま直結したものとtJる。 二の結果lみ
だEUSSE，疋[S]，sISCHOrfi [71およV"IHIiD/j et at.[391 
の得た純泉 ι-fZす§。 以工l立得手純白3ιi喜び8、tιた一般hi
q結果 r・ 5めゑ I)\~、:之に臭 1~ß]tJ叡i直計専の飴果ム リジン
発舷l三づ¥¥7:見τみょっ。
第24図l手、終電不安協に花々 のj直正め巳乙た崎長Mぇ霊















かうdJ ¥ 1 f:fを綜のJを点に対応.L lおlj、 fiii宕殺さ ljのほ








多5桑1-;: cの程度宿先orJ 乙スナムであ~ )j'左枝討すれ
ます・.収量J，と:震度五どめ問Iτ どのよフ tJ関係がi設立し
7けるがJgl周べ・る o (3.35> 1ご吉c.(， r-:.ごとく. 収量IJ.
J;=2i兎p(0n) Yr〆ふj万'z (3.4-2) 
1l=1 
であた乙SIl1.る。 -2fj震度J2'手 o /Ji生/室句のう2ま庇Z¥} 
~rð初他殺のf綬で、工司収量き際 L たるの r め多伊え，
1 /1 
レヰ必べf M幻
で表理芝府 ~o ~常連続直森下 1:. 1:J " Z I J.， .:flf忠光量のだ
お:r.F: I主{支給l古本1-;従量に等 1.， ~)ρ' 五 (，3.13) 13. 
ふ叫ん5u (J.ヂ3)
とt表現εH15.{3.43)rm関係が 2つの待夜間1-:.~玄し Z
、tるエ乙左定-段1:1) l) Z ここでは宕稽の号iItVnま.す
べZ等レ tJrAv t:固定さ必τける 6のと L，-z， Æf~文 ι原料
伎紛右試の安 U 多多.~~ゑにおけ Z 、 3 ど Jたの彦政可能'CJ~長
成。l¥ リグに要 rJ~ 1;'ま掬べ久すなゅうI ;; 1たZ掬に‘
];l.硬手砲にとマた平⑥肉の勺小 u，.. T・ ~お図
。ヲ 3領域IsA威可従1)'g精 l~r. ____'~2 …・…ー!
数Nま1，0-7 Xー すと LZ， ~ J.I /'ろう/8
2()@に示す、 身ヰ今後初ケズの | イ/;//
|必41安rJJ2つの多梧未lコつ1.)Z 阪外そ17."の
翻ぺ.~.顎 25図にえヲゴヒ〈、 o 一 EP%. 
'10 
積物i三{安嗣/東約元警の緩和Zぼまとク， 二J/zに対 L"(‘ 
以量J;の長友f.Aと長，1、r;AJ 7(1 aッム/."点綴q/jと、 こHz~
の Z つの越線 M似品)/'1h-"Ji の閣の~1m1)(‘zp; 1: 1:1 q ~
J の Æ々可能な後t~t.めふ とこう/)¥'"(3.4-3)ゐ腐緑1rJ.Ji正
ある{直，行と之lil習にふ9J，*，ご届定 ιε953患i~石川
第2S@のEt鵠J，=: Jt 0)一言tAδ工の ffE.の5，Cと/宗点。ε
紡ろ;'A綬のI;1庇 Fめゑごと左ネ ιl"ふ この最又h互ど最
小rAIJ，第25図に示 3ょフ i二. 直線OAとOBのf;7@lz-tf; ~ 0 
このよ才 l二/.， z ;{J.るみの長ズ身小屋AJ;に均LZ点綴す
坑il，一つのイ度成が(ふエ)-子i色jτ 傍ら流会か. ニJhIJ，
とジ tfJおさ2・;ポめた 1) J， とふの i室長首可能後f!XZ'め会。
従ヮて‘解 8、 ïfJ riぴ 6 ル J 閉~I(J.， L汚~J 程々の虚{=固定
L Z， J;の表丈rAと-i，1、虚a~ I}広否問惣でみ会. 1 rJ.約
ち， N j似[J， 'Il?: ;;= f ~O } 
Mu/， {よldd=PBOJ
{ヨチヂj
fJ. ~ 1¥0 7 X -7 f J幻，長夫長川どA械がすめる.
ごの涯の最犬最，1、化問忽冴£解くさのめて肴ilJな計算子
えとして‘万KATI.バTSI..2t at[ 40} 1: よマ 7 閣安 2 必た ~Ã
廊浅7fdl‘め '). /事総丈1:li いけ， こ必三回 1五二とに J
リ. リジ~ ~iÐj/: 勾 (.;Z 以下に;[g?，;a宗左待た。
ます: 第 25闘のJ，の逮戚可~微減￡末、めた針案の一例正
案 26厨 1: 示丸二点 IJ， 第 20国 (D) の 3棺の )/~科11や 1~f，合
系のt待累で・み{;. この/@に J~ ヒ t 1京将f史的1:cf増加乏ざ
るにつれ<， 収量の最Aft.最，1、径が単銅1:~~l)ü 可ゑごと
ク/
ば<. けずれも最久{達手 ~L--Z けるこじが足ZとJIZa (t 二
的は椅IFの差質規定に討して.J}..)宝物のを成法度。¥"最幻直
ま右し Z、，会二とに由来し Zおり、 控訴に誇脅U現象のー
っと、}乙ふ ZたI )史料j受刑愛が・ぁ ~~îl会犬乏くなると‘
収をの最小j笈が・3と以フ Ztj告が; こ必る会rM結局の J~象
t. th ~γ'Mt，-out .rtea成会J7ati 11 0) (j，fL. 1-=叫しとりふ
すUρ る， 宏々;ZG45i25tJZ.5帯留任?聞が綬がく. 自体
の5君子@:&がどま、低径が長<{後げr;f:最終的i二亀譜ザのす
がすべz5念式 ιτι3フぷ態J=芯'らつ〈従来と 1J~I Itli. 
拐の伍成J!/i1; IJとり。このJクU定借J持品川悦ん




Jo (イ)1よ ~20 函(イjの i重傷の
多段系，1: 文ず~ J J結果 Z"N 1)"3 
持d1・の結束 Pめゑ抗 ¥ )子 6
Jftる晶表可態持政le1. 白線-z..
~リー 狗立にがと tJ.フ -zlJ 1J 
o -2(oj ia第2D屈の(0)1ご
ねむヲる;})ljJ f:支給ゑのi結果Z" I 
あbが 1霊威TJ佐保戸支l(JN:.ろ v 
.1= 対~zニズえ8jlJ絡がゲ 弓手





初任乙、IJるの IfJI )東料左タ行71X~~ ~奈 t. J詞 t) Z IJιの
z 'iî~さ此るとりうことまぶしと 11 J 人
以よ二で・. 定j帯rJJ空位 Æt" 下にめる多~~奈の符住の L) <ら
方、1.8fo!4立に Lえたがズに. 動的rJ~f色脅/l弘下で・ タ~
糸がとんぼを，oJ正有手~ /)‘ lτ フ H 之.老家 3会。
6. 3. 1F JE '$ Ati下にお IJ?;多崎京
1)j.J.Z"/手， 定手数{f魚下にみ品多稽奈E石原Lたが.JI
乾期間1)"tt較的X~¥ I ~えて i努 -;0a tzλZ" / eJ. ， こ成記 IJt' IJ不ナ
タt.iYIリI ~r定常 rJ 混合動綱J.t; {jめ Z.与実?J~こ t.. li. t[
~;h，ふ ごこ Z"/JI 収量!A^ の問段差，~F定借Jズ慾 25jJE
として 径約どし， 多，ff奈の最~は Æ往左式、左永.め‘タイ苦ゑ
が¥ 二の i匂 b‘ 9 どの J 才 rJ 芝ロネ主脅し乙‘ J る~. J. 2く・-'}"' 
みる。
手ず: 最 ^~1菅ま if;f=， えるよ管乾グ式，'l 求める問~Æ定式.
4ど手ム 奈の ~r史席以~Iユ . (3.IS)... (J，/~) の佑ZØJ;f! 孔・
泰子!c正之;h..~ 1)¥. {f~府i す263の奈の j五色ーみ翻訳箆ま
殺定L-rJ.げれば'fJうtJ¥.loJjの物館』のt易会と鼠様、稽守
の殺を1;¥'1舎に正Tみf;I jに手 Jため、 i宣伝間結局にrJ‘
;潔農勤j度芝Xゐ0の百出i体本のみε台4ε、訴J培6養;浪皮0が¥"瓦取(tの)1だ三 if め
棺ヘ l畠歯当に配づタBされZ¥1るるのとヨ&ふ。 この吟 i倣友づタFナJ花Z 
式、糸f似Jよ:1ゲf幻Jト.(.ρJ./，次のノ 4のp街1身HJ会去f作字 lは手‘
万石(0)= 7Tno・んJ ん(0)=Pi{)S~ Q，JO)::: 0 C3.1よj






Jメi j dJ2 4t ナd叩叩瓦む町(川，
Zめた之 f;J/庇Zω忌ムo の瓦.のj希安dタtr成安iω3み，!l弱ヂlに=条タ外J1に=J羽1f凶附止出l 
z d:J F法fイ妄53茨芝tfの 起ω生/怠を1勿ヲ歪 Z"J?ヅ F万広f刀，z弓f刀/ρJ.1!f免
b伶争;斤i点 J.お針イ必必gι'にこ4i乃7?必ι手与j壬王l注i1初jJ&塁f‘P;，(rJ)f:，{r9) 1;. !l花
開純比の壬/1~;;をでみるが/;の渇命， この長伎のJ安1(1.、
(Jチt)q 17]iJ;}，t I守JリρZ"t/) ~ o ts.l7) t' l援の L"{l:./ 
J~ 1ごIVJ z"JlO 之 dうめざ~と.
JJQnJ刀ー Q"(~)J二f{LLω阪ψJ':Gndtf
り関係正得aが. Qn=ZEA，UF，弓ケl';?ψ ヮたニ
とzE1tz Eニヴ 1;;"((.3.1幻と (3.1のj、(3，47) IJ:丈のご・とぐさ
きfJゐ・ざ品。
N ，1 
J二fJt ~f{Sり砿 d β.ヂ?)
この結果的f!J(J， ;~のように定託、ずど芝総会.
s7D .'(J，山 ~β/7.ノの!flhf，l&f:μ -Pt(甲(./.ヂdJl
長ズ I~ IJ えらj( s 5， N， ~) Jt~/' 2~ ・ンVノ l;t"dj
J。
とこう 2・; ぷ/1吋 $l.~たこ・どど. ヌ1l!A毅1Ln.Sのd‘約ゲ 1=
Sn l~ぞft*裁と 0~ ごと 1= dって，(J./5}.. (.j・11)~才Ær式.5(
容易1:if4 z広ぢ5こと£星ん与の場往， (.3・41)I(J. J1'/，どB石
川沢尉窓口・'di>ヅ， [，1)・長原 I'J.(3，け')1: j.ツ‘ 01l， zt~ zt t l 
めた乙KU;." -奮，/: 弐定さ )/t~ こと Æ;き彦 éJ Jftr;J': 工?定
式化さ Jt2t !'a1i授の íß~j，j{f子 135ぞ'frjfJ'] /=-IJ，は/5)た"11Z";'ム
74 
以下、最XJ完埋ま手.[iJ.リに、 AIE1L勾f支定/1数z"め盃‘
:&.椅'fの基f要素魚ふ (7!:1.之，..，N)か との 4才/ご rJ?-Z 、T
るB与に. (J.チi)l 表現~ )/1.?; LiJ.差が最犬とはるが正之く・・っ
てみる。 そのために. ，. 9'， ハ3ノレi二アシ Hε:fのよクに
定義手ふ
H会芝陣p{Sn)砿ナλn(私(ふj砿十dz.r
n=1 -U;IP;， -2l:n;J} 






λ1'1 (ア)~ 0 ( IZ:/， 之..."ノJβI.S~)
M Jそfヂ/(J. "fTrt (T) 1)1" 認定δIZてIJ fJ.l}ごとに由釆仏
さZ‘最犬1夜究2宮によ此以吠‘
iは正 よt友t勾ハ3れ/ルb以よミアンε最天lに=すね品 Iぽr宇0がr吻.め§ιo そこで'






叱~Iご関係 L た ffy タÆ4 ð? た 5 の l:" み ~ø ;主目すべさ二と
Id. るL"， .A1l Jil・ F べzのillごつりで. 常に等レ 1)tJ ~ 
クよ
1，( (J:S 1) の矛?のハミ J以ニアン (f.-~A J:手jS?z. Jd"9ぺ'で
等1，.<‘ 5た7).:t互ι等L< fJ~ 0 /.， /i t この f}~， ハ
ミ Il~ ニア〉の第二の U~ I二府派 L た ~?Ið 常1:0 Z"(/)ク‘
U~ の局/亡。‘8‘ ρ5 lJ ¥ I。 安1?f.~匁 Jj I ():. 71.:'がす
べ"の匁1:つけ τ， ぞJI1.γd写t.， tI IJ.6，詐j温度1t1(J1tf) 
I iJ， 与f..1Iふ ASとみ-IYII;
J;; J1 ~p(S ~f耳石 }μ μω 
じが仏 総:E停童三日広とLて.問符すさと 1l'・め，)， 11: 
に υグ1:ぞJI1， /ji"'~ fTt z (J ~ 1)‘ 1=:.I"d d-b 1Jj，') 0 t 1)‘8 二の
だ24手居Z砿 IJ :o-Snとu:;1¥'写l， () t:易合にI(J.， 差成
，jjfr?r (J.ISJ A n::1 dヅハノ()?" 10え/dI! aことに Jリ.
三歳 =ιfSJf広 -71ヅ砿 (よ幻J
~I ~I ~I 
とヅヲ Z た/"IJ、1-:U: I二関紙 lf~ ニ乙 I;J T J I ) 0
そごと この Jj TJ. 持~TJ~ズ;i[1)1" iJ砂ゑ f7}IJ' /::'クグd，(34-7) 
の荷動笈なふの彼11材:~~J 考察 ilà ごと t=J'). 調べ・
るo A1l /)1' 9へ:.l等ι'1tJ f7liJ・.(A.i -Ai-') = o/;rf(左京
るはす{~~~. -i;: N 1)・6ザ実;Z ニJ/7，a 6'1f}べ'ZみJ九
λN λNサ =1-港'p(StJ)- λN~I((S'N) ナ Æ，v2t:J
-{ーがふ，)-A，v必(Jん'-，)tA州1:-1J 
fAt/ーんす)lit，
ヒTJづ Zりる. そこ Z" ~ = r~ (j { Jの内の A.N-ィtA，〆/二
b l.Ij‘J乙‘ そJh.1-:=J '7で笠 t;'~ 不-it1J' 
I A#-I ~(Jふ，)-，1dィみ1/-，}-/ AN~.( lふ，)-，1/y2I，!-，J 
tA 11えl. 霊ffE33ム 、'
ク6
ん-AN-' = I-i，lゐ'-，) .， A.N IJ.;((ω-AI2{:， } 
-{ふ(1，ふゐtν山/
+イfλル1/-ペル1-，) / ~必よニぷる/ル，.，)t-2(:' } μ.54的のノ
と Tヅ'J~ふ6 -1. 1j; -f:実Bのi}均の λ"d:λ11-1 1= Jj'乏グ之
その時生C・8不-t.<1J-
{ -λN A;(ftふ，)rA"lI:}-I-).μ，"AdJI/) r)I/{-I2I，C j 
1.110 i.， J;‘ 111J.\;えの~~是正得~D
ん-λN-，:= l-kf( Jル，-)-rA.I-，~，(仏1・~)-)，N-Il/:，} 
-1返p(S，)叫が/ふ(SI/ノーλ1/-，Zt'; j 
す fλN-til/-' ) I Z(，~ -ふ(Jレノァ21:'，j (3， tJ) 
二Jtzf; I eI L) 9'波長 (AN-;1""-1) 1:周3J15深夜の ~'ltÎ列者依
べfJJ~É氏、とみ U ぢ :;0 LJ)・6 そのtE.fl禿fとιZ(J.sa) 
Jツ ど=ア/ごみ IJ，I ~II(T)ーパグヴ (T.ノ )::ρ Z' みジ. Jt努
J安
P， ~!今(.んかんふ!flJl)-AN1I:' }必1，)ゆ為(Jt)カダ/
lJ d /)0" 
乙きj包ゅのルふ(f.y-，)必ぷトfi;fJN)f)，μ必/ゐ)-，1.μ必j
qjf安1=) ')()lt ( T の万~ ~r 2 J V， J/っ-'k?'みるfたと
之 1;;" ノ14メグv-r--L の Æ~す彼42￡dZ8;3FZfjo
ささ J，v，ふ・，)U:
J 
21，:- β1" (3 .5"/)のl'~ 1，バニアシ
去最ズと L才 tづけかず・汚ffT~ P， 1(/ WJたI:}ρrめ
ヅE 乙tJ.1fwz'・あふ。 二の手安J') (J， 51;)とfょω):J
2 局~. λtIー λ11-1ぷOPAN-AN-Jddρ.よ6)
ク7
(J.fb)の之フグ)/k'i深}I eJ. 最i島以搬送/±757ZIJ. んJと
人;V-I/)" ヲレく Uij J点iJrJ五')1)ごとまぶ Lz 1 J~. LX f 
P41約;2IτJツ パi~ .:tlt/ ;f彼/E手3ことに Jヅ，ふが/
T不Lたど初孫φデ11&たJヅ λゐご λ~. J fぎ ~o があ
す¥・での )12， 刀ih?Lぐυヅ， をI/ZIごよヅ/¥ ¥' I!，-Jヱアシ
(3.)1ノ4.ZJどに FJJシi二;玄iJ・成品idnpufjぱ eJ'y Z 
写ιぐツム このがあa.， ~のはJ~)~ (J.sJ)の形♂・示
L疋Jj I二. Zt: 1:反7忽以イ.HEm空ZWiz1士1従rJ手sこ
とJ: ptg 1:ネL-Z t)手。 この JフfJIf1之のt総括'1IJ./1ぎヂの
去を~ tBdか jMGJZ料の交をPn.S，-11.広IfJ37茂5号室バf








どbさ‘ /fJ /}うに，ヂr~f5;t jl$.jきと¥I ?べ・ぎをXA
ペかInlη=wjγ ρ'..)~) 








if手る。 こ坑1eJ. 挙手ぎ奈の互応え (d，J)-(3.3)とリん 5iP' 
の~PIj IJ r J~ )" f= え"宏f~の意味 q ~ t の刀i、 ρ.S7~(J.SdJ 
にぷゆっ M・M・'Jう品。 1f1~frn <f I1移eJ~ Fn'" IJ， :. .?) /l!J. 
7/ 
い庁づきtzW'1ε担っ C， I ぎのゲ。各~~ずの交をのパランス
ει る f~'Æ')左手手づてけ会とりえぶ九 巴と乙 1;. 袴ー目。v・
7商量にqれ1-"， ニヰ管 8 べ勾 Z色長;伽移~~rJ TJフ二と左ザ
1ft 1-:.しZける。 tι二の J¥Oイアラプンがぽげ杭ti' 棺ー8
fJl";荷量1-:1/ J/1. Id="， ニの干普ず bE干与に tfj~会?皮正奈外べ ~1はす
る8¥ t ι< 17， )<号料f支t符左打切Sぬ!iJ:・ O!fz.!1伎げ会ニ
とlO'不可能否めg，0 #/1-ó "1 にこのごと左表J~4 d tJ 51式
最』勧ιcf，.%~ 1:おい、持の:皮容量に関司多不等;:t'l約
。ょ九ぶ九々 か μ，...，/y (3.62) 
のるとご・安1e事Jt;‘Hフツ lこ.タiキヒしての平等号制約
L:1i五~r;， =: XVHn (3.6り
の s とで・安~fJをす 1l 1 íJ."J: (1 ヒ川うこと手・みる. 夕、 =こ
で-問尽に Lて、352列タ稽奈 Z"瓜備に工夫1@'jtl 5下流促')
ヘ百ワ待問の市長:仇秒差￡言'f LZ りる、 F~らo ("み
る槻ん 初自の首位込量の函Eタの仕才 1-:.J.? l \~. (3.63) 
e等号/;1"hX 1[する前に (J.t2)の不等毛の ¥)9.;Itゲが'il乙ξ
』れて/.， lフ可能，はがある. こo J.う fJことが住 t;.lJ IJため
には‘ぉiaの首左官む前rd養:夜司令樗への品tタ之 i車きにめ
た之 ;3l)t字。rめき. すたJρち (3.似Jの初期1f1千£工丈ぜぬ
iぎr;らr;¥. '0最も箱草は才策夙等配分 vnωミ Vo/NZ" 
あリ， この I号会1-:.I手‘ (3.62 )とぐ3.63) IJ伺C‘ことををは
苓会。 最l1rJ抑止雪に38づ lIs匁，7ft}がすべ z写ιII こと
Jリ. 4子禅への虎科f安俗萱F;tぎf.， <とヅ 1)'つ汚720
と"91/. ，;J." t /j ，. tJうきず~ "五t芋L< fJ ~ 0 ごのことよ Y
(3.62ノど臼.63)の不等号制的-1t1千1;).一致事会。 一荷?にほ
ど3走fi9fl，1t必み萱d.AどLZ 1:;'11i: F: ~ J%1'字 j~ ニ
ク?
とにJツ. 安管幻に， (3.63)のみが創的と1;}~ Jフに Z・さ
る.
以 ζの街泉i手‘後J.!l1記-1it"とLZ ;丈の J フ i二手約 9~
こζ /i'zqさる。
多指示の長過Æ1i す~(奴室長丈勾ぎ: 01. z.) 
{I) ~ 9'・4宣伝問符83lz. Z係正官名、，dr成長竣P;A
1T"， (0)どZ石川(0)
ま;!i)手Jフ/二ぽぽのす do
(のを:1t~:Mrf<互/1品安Sll (f.J J (}"J5コ1~、 6 の rE 長女11'
tをfi:A ;えf-~ z-.f4: lだl筆l.h~I~ 写 L どゲj J愛f'tA 
t}:1e i! J 0 をのために I t L， すべ z勾.1f/-:.幻ιZ.
vn ~ vらn
ヅGif. Ff/万 =Z{ fz. /)1"写LぐTJjJフに Jiit与f.給
色調受付l;lJ "o tム
pi :'v;" 1， " • J'i:71;，，;.認すどVH.μぃ，1';(l'MJI
ヅ~~ズ怠に υ れ 'i' /12.11 (;方ごんι".i)乏Eにとフ 2.
1t= ~.以下勾 JEoihA ふ Kz rJuð フ/二手 JIL 1;/ Jω. 
Ui) 子，""(の.iffDI希-fJ:ピQ此 IJ・， 71%)0とιて， :&4 
J'~ 局長3!i. ε ./1ftt (， l ~路左従 11 ~。
j，~工の持 j下 iz みり Z ， r:f. !:i JがF:の要fittl 1;)家/左iム
飾的之政た問Z4.制御岳j子(J.，f1.ノ仰は，6/Jの6とl"(3，$2) 
2 長 X とす~ fL~ Y (}) iIRとLてf与SJ/l久二点JJ.手J8宏に
ね司会 fot;1坦の政と-fZ L-Z りふ第一持~ /)、 μI妥反応長
廷をよjAtEi二広しめ訪れJ操作ウ瓦 lcJ.、英i記0，'・.su必F
4之の，¥0シl!il[j生/宝 ]ODe λt:. fl S Hl;;るの<"JうtJ( fi.c. 
10 
WEd8石笠均ずとタ工免(J/I似)gl.J/i;f固ま/YJjヂt6.(，み611)。ヂtrItJ 
往左拘J.Ei ai笠庄子宮と 9j j 才r.)f:!， mi}， 1t /Å 幻 υ 1~11 と L ど
りど二ぞ/ljrJ乙"CIJ‘ク械設のJ!1'依の J1;t1U'と LZiJ.
第-1fθ25IE会1:コ;lWr:1 a F:1 /3j '1JI 'Jゃう生 !L.f~ Iこ GJj J 
フi二. )定料í~1を11})i¥' 1)¥' ~め~ JtL;のが普dlごめ 5j. とこ
るdv; ここす・示した収(Uλ1t.g ;fJ.t? -)と多イE走。Jf庇と
し<，符双山44?fω みJIJ¥" δの1iJ期f[1ム:t-tふψイ芳L
くいた坊位に 1:1‘ぽ閣の移JさをJ:.0と'1;'， .J 1) Ij;ら
刀Vt)=:ρ と~~のが長良 7." (j)リ‘ ごのJM‘トた <li}ー
の !f~ 下 J: あふ:1t ~'l 多将ゑと TJ コと l j 九 モこど¥最佐
r:.， 1~安 i二毛ぇ 6 れ z 、 3 会多1~走と. ここZ-1号己爪己主主ij
の多持示 k吟聞にと，.;h ~l の似をの l lJ\'t/) ~ /)‘a.， ツジLだ
ID~の 7易 4ぎに~(J)':'シ。 t23局 IJ， 1宣伝adjJす;iニj-jιど.よ託
の之つの乙λテム Zhi手C;1fL品以をよ f[if文c1ニるの〈め手.
~2!ml二 J 抗 rJ."， 1宣伝同閣の長翻1[/こフぷ( "11重の乏 J7!~認
がヲて υ<-とがPfI~ 1)、と tJ-} Z ¥)会o Mzr@に id， タろ
のため， 基質J背骨のす以仔への /fJ/f;の!6-1:f(メJ)ムJ 〆~\、お一




















0， I 0-2 
Y5/ 
r; 29 &J (f~ J)/J:ω[1:} (-;f&O) 
6.4 話読
本野で'，().ß'ltt ゑ毛、定常i宣伝と 1f 定 dfZE吃下にめ ~t号令
の二づに Fねり之， 主と ιzf5勾生左均の収量の励。、5MダJ
Lん定信j宣伝T1: Jj' f) Z 1'， 単位i絃容J安全ツの収i愛£長
Xと3JF反り iごG9'1) Z 1';， $1t系て"ナタZ"みヅ. t L.itsz 
J友UJtム/fxuム 三』〆♂f:支芝6イ技苦とぷ将委j氏え号ぞf 反，后佐 2援~Il紘t絵古4合主した多
4搭官去たぷ〆;
にtf治?告給f占6合した安Ag云i以4ム 1母E穏.幻リ乙ス 7内の iι立h似メとし之のE立: 
Uぱz，右希してけるとり之 J九 3作. 収空と l問訂引a吟うにf怠定a)湾g 
/虐革 Lた7坊号ベAうiに工 iほ3‘安全?昆合穏JI}乙ステムは‘ 原料を分ィ1史
づ?した B~ì二，メリ‘ソ~ t/高てくきごとが¥8A臼ヒ rJ7 とc
一寸I ~F 定(常宣伝下におけて 11. ~l受 E 最スヒもさ 1: 1;， 
通常考えられZける J?な直 j'l 狗紙芝 ffi'l~ ぽ零 IJJ 
く‘!f-に 争椅ゑ左を~'II-: 配置し k ヲ将急で. t.o toめ主こ
とが川、つム このことから、単任容殺会 I}0)収監1eJ.多花








えi.=-Ai (1(')十L川匂 (i=I，.，n) (A-I) 
二二 1 賃金 (X"...定例f』 μ=(μr..，ldy)Z12 1え傍受殺ウ.~?






べ・ての問題l手，(A-J)の依命才41託!~'1 ，~1 -!î: f千として汚勺 τ
いた. をZて¥ エユ Z.'J.・ ニの穏の P:1~をの{r.Lf解笈 1-:'.， . J 
i~ 反する b
;ft街l乞入会前 l乞・ 1草作賞をtO¥"1綴仰の-i}t差成氏中 1-:.1昆
虫するごとにれ(. 最邸'J御問題にい b‘1!J 般 fJ 状~t
〆住じ τ〈るrき.街草巴，言Lしておく。ポントリャキン







き渇9OのZ'あ会九o (ωA-.辺2) のハミ JルιL ニ了シ Æ 1.宕?Zu弘~./;ニ対L
て最久とす~f}吟す主， H 1)がず この2匂砂G夕:I. ，.賜5iた=信3小』 J?UU引;jJK丈じ~t ‘
た乙乙引11"， Zη夕.の ft宏叙[1:.λ心i.8，υj〆/だ幻)} ~がf めるU尚奇聞広問
てで‘ I~~写6ヲ引iに: 0とリヲて L. j j J 7 tJ1i 3{が生じ Kt.Ic(， H l: 
最又ιq~~. A 3l定q~ニ乙 rJ l'・2υ くrJ{). これ/;].
マヲ麦、Ofti此.メラ切れ， f続的M支.b'ク〈ヅと;h.1‘』
る。化'#7(J fl eλま対象ヒ L正問題にる‘ ニの Jう1J，K;~ 
rJ レ Ii-し lず広泥レ，百くがら吾氏乏れてさ正。最i丘 I~ 1Jヮ
1‘4t.タ工タ閥j家の殺誌d-:'/;，勿愛 rl~Ã';lが包む a ニ ιZ
dZJEιL と，数値計算;~ 1:関司る殺笠/)，'尼られる J1 1-=tJ 
今巳【A‘I-A-/O]o -.般的 t~ 続柄究に関 1 ~両手も、メ字国 1
1， ~とJ:. ..，正首'~t. ~AたさJ/z， 1 tJ多lA-IJ "-バー 1'111 そJI7.ら
1: Jゑι.裁と成氏丈z:TJ.問忽1eJ. 符妻tJtA ~~左 fZん E.". 
鰐の左i卒!，' /)・に椅i1i す~ IJ・レBうこと 1"みるo "~を I) "f1~ 
tJ紘丘し吉t.ltτJ る負手;~ ， 1~111= 寄れば併1111~ の橋ti，r..の
特後.t'f. /j し[三礎t1i;互い奇~;~が三つめ多。 そのー ヴ I'J.， 1" 
1)ー ン芝均五朗日る %51. [A-If，..バ-22Jl・'め'J， ~つめ l手.
正手走族z同いる KEl.tEYの才5f[A-131でみあ最後の f
づ lJ， 乙こす tt安市る議F. l窓 jき 5~#孟凶いるわれ" j)会， ニ
I/Lわ手 'J1-Jh.る， その1哲朗P長野左肩しLI手 N るるのの. 対
象ヒ司~ ifl'l 移1[( の 4首長 I=-関市る ;Ii}療にI興味淳、盲点左~~.，て
お1)，以下を.n.lt:CL Z 也 11 がら.多ttÍ可 ~D
、
~~ 
，4.1. ググI_~~忽正伺 t J ~才f乙
この傍若の叡'}'91 iJ詳伺Id.HERME5の正義書[A-/?](=ψ 
す~， 三二 Z'i孟，MIELEの8f1mrJtll主:[11-/9)Iニ従ヲマ髭8F}
ずる。 ニの才五五 /J'~t1象ι司る制御家11，(A-/) 1・11=2.i=l c1) 
~I合 Z" &りリ， 系の初期4t:~ 冗(0)と係t品質(T) I-:J安全 1:~fî免
乏』ねて I1 ~~省 z"aうあ ニの J7 1).~f干のると 2・
J::fTLcr.)d.t ={丁、jし(足d ¥ L(X.):tl)d1: (A・Lf)
E最Xι 司る軌益£臣、3広す二"t./)¥目的て・ゐ会。 このする
の第ー ステ‘:1701，(A-4) の殺Ijj 三 1~箆空間内の綿花々とし
て~援しリおすこじで・める. そのため(ル1)の話(~才ネiÞf l
:えの Jうにth'乙ム
r1 X. = A， ([.12 )a，t十81(t:.，.tl) U，rLt (A-S) 
~ Xz = A.l (X. 1.2) rtナβ11(Z， (，Z)μ， (ん6)
Z成長正 dtど(lL，dt)(l) f;察庁多Ap-1/1!孔‘と民マ.rLt I-=づけ
て解111;1:" (A，8，J， んーふjチot 11 71á~ (定常点 1:t1s〆'J
けと.¥. j ヒ1=t.f /L-.' L. z川会〉のるとすIJ，
dtzud'C， -B"rl.tl =fd-7j 
A，8.2'-ん8"
lf~ ム二点ま (A-4J の厄淫 /:.1t' λ q aニ乙 iこJ'l. J 1線
示会タri{T見する二乙がて lao 
J= )CIM似る)dか N旬以1;} (A -J) 
z二で・ 是l数M，N I() 
LB.21 . I -L 8" N=A:~~h ~-V A，aft-J4atz， J fv-A，gafAptz， 
1.5" 
J f-:~c tJ ~託51手， めk乙ら庇た}角的fi館、3;'ー つのす11主
v 1:5ト乙の/政グょ E.I1JレZ、3ム Z の才;~の第三のス 7
'1 r ld， (4- iJの絡蒜タ 2 辞f面~~ニ ι ， iJ rJわら.布安G
~， Z~) の tftlJ! ，己正し向儲IJ装荷[.， zいる軌直 C，ヒC2 1= 
75づ 2のゴのf互Jc.，ヒJc'2 の左左ZT31司会こ乙で・みる.
L1J =1:， -ム=ム，H以-ttVr/;ぷ -1~M':{， .flý'èlz2
=~ lo1dx，サNri.乙 (A-I/)) 
(A -/() r 1>fJ J tl-'5 /J.， 乙E正の才向 1:1 C;J d d:オ向 1:た
どづた8き1:r手比五ーづの問問緩!-}笠，)L伝的の線殺ぷ日
意岡本レ之 ¥1 ~。 そこr この問的絡によヲ Z1)‘こj.;/7.f;必要
1長εDと子主(図ん!)。 この(}~、 工の終結分IJグリ -L定
~'tによ')， 0 l.'.o面移弱タ 1:索機と点ふ すジめら
いd'C， T tJ仏 =jjpijZ-禁J内向
そこ Z" V'{乙IXz) = ~;( /~:c， -"J1/包'Lとゐ・くと LJ 1;1.， 
LlJ= Jん'2d{ぉ，X})d.幻d'Cl (A-I/) 
従ゥ Zt {， DたかI( ~ノ"(:(，Xl) /)1"151:'互主ヅフ ZJj JilIJ¥ 
6J>0 z'ゐゲ， Jc，)えL TJ ~彪奈 Z待 9.dlz krω rJ 
!;. ，不等ラlzdjzUふ ニの争史£紛 I1Z， J J.最末とす
る， ーづのfh星が・見qti話会。 図バー /Iごおこ 5 すべての~:r:
;~d ネし Z ¥ 1る。 @A-Iの (fl)Z-I.許容縛必;-tcf受の吋
t<とはる駒11重が・符危り~~~周 tjJ. h曲線Ez.・グこ 3れた箆l週
間Z"ha一 1=ゐ‘りさ'.2J"> 0 t. める 1号~!示、~. (b) tl;J:‘ 
?t 
W<Oτ・・めれ号令ま， ω で IJ 許容を~t莞 r:'Vがその汚号正宏
之る渇~~，・示 z れて\) ~ð (a.)のF号令 桁l)色d予もとだの{壬
芝-の手点差左比較事奇的. 希に お言~c¥'"丈7.8ιlT)の1易局
I~ l"'l ゐPBが最小1.-JAマ8 が・最 t^ tJ a D (C)QJ ~フ d威信
(Q. ) 8 Co) 81 (C.) .， / B 
X，2 九 :t1 
A A 
'):， X， χ， 
庖バー/
1-:. I手、 ~νー o t} J切線mST寝袋域内の官'pliJJ. M Nと事}/z
lJ" μ s A ，ff ，]" -づ(})f~)差点KNB Aれ仰とfI乏
のtil釘応絞り.たと之lzm と ~CrA 7f Jtll-" 
t1J= み刃初'lJ-みkÎJ =~HKナムぬーゐγみ》
=JAHねナエαFK :>ρ (A-/2ノ
以 L の n:軟におけ τ 及的言tl~') 1 正 ~1Þ)とろえ Z ける。ニ
のJフ1:.し[，純物畠ま得るの1:I穿ポされる~;l. l手，1ðの
正互;i1i)'i'JしL¥) ?J '2d(X" Z 2) = 0 ヅ ~IIB線正法.の~ :.と
花/11・め多。 2;欠たのを間関(:.針港線河ιz変A.8 ~I. その
危篤 LI工夫星良之成7."る時. あ色えらu1千二待殺のZ最え 1-=
す 5 軌進 Z 足 ~J :1; 1 ニ点以主簡単な才;えr;1e I二Uずるフ.
附惣l(f‘ (A-I)0"' 1" U，に関守3不等号制向系i千乙して.
問詩句に釘容特例1)1"綬t!ZJh.てl'?J r易イをl二J王じ'る. これに
27 
関1~訴仰 rJ鉄筋iユ I HERI1ES と HAYNE5 の続丈[A~IO] にゆr
あ 11=:.志);kI-匁 "12 1: 1:1/.， 1，伺千五の議筋1;].HAYiJESfA-21] 
l二足~ J/2 j })" r= nプ l"めヅ.安僚に鮮制i主(f~l) t留す具体
自3リ252に1けた守 Z'J小 υ 最後i二. 得ら胤巳角干物品£
安見守るdLdr-57HZ託Jθ内i二白立し fJ1.) ~号 Æì 1-:'1 d I ニの才
5hrJ WJ刀7."iJ ~ニt. a: ;主芝し之の<()
ぷ.2ZZF変J突左前 (1 ~才;~
ニの才;~'J-， そ;h.r:.~ 11." I ~~忽の解￡め丘乙会わげ 2・
1; fJ <， 最K原涯とめれ也て{史的司会ことに J1)係三乏の
る才;Itz"あふ KELLEY[A-231IJ;Aの;firJ 成作去を:ZA
唯ーづ看す匁;rzの伺忽AJうつ 8・づわゆ。
ス2t=ん{瓦ソナ βu{'C)'lL， μ，-=11ι.nJ (.バー13)
このあ1御ゑとおし 1， 両脱船底の最~的問問@;!~乙 ~L.
(，4-2)の1 ~ IレLニ7ン行ヂ iニU，IJ.線形に泥ρJ/L， をの託子、
数 'L.8ilAi I.JI、OとrJJ J j rJことが壬L"J!l.1;i' N a最λ
と9J 2L， J alE一定めゑニと li[-， l tJ< 1Jゑ。 この符安rJ1;:' 
5~[ 凶ひ司るために.係1;1況の 1j fJ考えて¥表者Z張緩2
15こUった。 1" とクみえ 9"11-;tXrz ，"1> ~ JフfJ(tl-/) fl口
の僕)叡有印)(i弓"'I!lプj 左前 LIz. 1A態'1iflA g 
.ljごゐイ瓦)， zn.:: 1:17 (A件 j
にJヮ lLヘ安J愛手3とすJIZli: 
!. ?J}j， ~._ n )1" 
弓=t52;九三5詑必ずゐ必) (A-/S) 
z々:::Xnご An{(ノすゐdK)l/， (バ必J
Z得Jo tこe'(A-/J)の/il互の1i，のtfl1./:~番目 L. 2， ぞ成
~~ 
グ，，f!等fi}に0ιrJ~ Iフに度]す7.fj' (iC) A d: i.めふすU
Jh5 
旬 ()fj'z 」 :β、lK)= 0 i~ dlι&.， (Aプ刀
ま;希有ように f}Aきめゑことに手ム (A-/7ノ1;) ぷ朽のー
結局依谷才花t¥・で'めリ. そのJf誠に d;/Zri' ('冗ヴ)fj] の..}'~を
リ閤笈J}¥乃丘し "2 (A-/7) l.;;.均す。そこで・こ;i7.~の関絞ð:t;l 
""l. ( A -/4 )の'1ï夜，~~建&おニヅえ iz-; 乏の æ'l 筋1!l!I(J ;之
のi<υれに張緩され会。
ろろは)J ln=Ahllノtsmllソ必 (A-/J.ノ
雪j彼徒乏 dれtた制f勿万系(Aι一/ぷ'iJl-;迫主目すべさこと tωzι‘3君新?片fレり4祇K巨態5 
脅z叡1の最初の {'l-/り引j刈h幻3ξifj=:刊/ん，λAιふ.日.1れプ) に朗予 3俄イ分守才程託iばJ 
1:r接喜ι・ 1按芝イ作字安数μによヲて奇創lリ紛E点 τ4υJ小 J7. ぞ杭以
イ抗ズE態z笈佼Zゐ九 J .1泊8ιZ伽話紗72.J/庇Zる二とてで.J> a 6 この手喫ぷ
リ.最初の{か1)1.βの依冴1";fEit' 1:ゐ IJ7. Zn[ 1すた/ニ制
御笈叙とろ乙、ろ・乏;flt態変荻ι為える:とがず 2ゑ. る
ι ニの J れ二与えた[}~ I ZIZ ♂‘I策形に良治泊ぶ1;tL 1;."，最
文J東海z刷、I1， 最}童話るt/.}\・ 5'1:.を Z Hl ~D 9TJがら
主 (M(tjjzo，Zおがれo (/J-If) 
こ治山 KELLE'rの必たえた， 1手安拘~.ð l'者￡ rh め ;;1)、と主
I)'JヂIjJE lf J";告rfz.めあ この83.安f:.o操作'友叡μIi J.







以工小 KE，ιLεY のネ L た t~変J安 i二 ðJ ヂ f去の椛日告で'
み台。の才三舎』 グゲー ~:l frま伺 LJ た 25Z ょ同#1= ， I 
;島u俗f/{A /.J¥示、J.m IJ¥ fA-j)ヂ 1:. 窺の府 3 .-5-その緩ff~はま
~II fi)し-z.， 戸'Jtlの釘左足 l，追をうピ¥Iフ支坊に宣うてけ会
主υ えJ人 ご成IJ. 1t!.の多〈の数値計算;iが !:ri， í~ 
tのJtJ I続1[， 計算lτJリポ d')J jと LZ 11五のと 1eJ.対照
的t'rYJ合. 前るのP.r号に立守た l1~， 解決レえれ J 1J l J受注53
1 <1-，操作賞叡に}~qる揚u，不等号あ'Jr.l秀f干の交[L匁lつめ多o
f左右，::::閉しτ¥d-， モHtIJ，技能に1~ ~不等ろお'}f，']!trfの
交代ir['1・'内会oUのdfi互L計算 1:J 3才32.~'i 対象と事s制
御ゑ 1-:.iして IJ， 芝附め Z メ~ ¥1 tl:tf] a )~If的に 1;1 .[t11足、，乙
るの 1:'拘 l'l， allfALl!末、のJ.jとす J諸2f五が対象ヒ
ヨ古語11jy!ild， きわめて限られて υ る二と E受(=o r rJJフ
ちグリー:，@}空に ðJð 乏で• I;}. 7{: 2 ~戸 1 z.，/)ヲει， 正手
質成によさ-t;~ Z"fJ. T= 1 r inヲた.
以下に-t~安司~ '/!ti\Aき:;-~;f.I-:. J j 132. IJ.， この幻象乞ヲ
? ;f，'1御奈の号色刷左手こ L広Ij"J 1と守 3す刀の循果 f写うれ
た6のzゐ会。 1直前者t/il'f. Iτ5tレZみ111i'， ぞかJ，
ク2が r t:.写レ tJ /J¥1フ石げ多 lJ t号合z.める.
えJ 最 Ãßぎ/安 ε ff1 11 多ヂ;~









本:去の最天の示。グント 1iJ.fA-21)のH手間1-問1~ /1量分J~J: ~1 
空間内 t の SZ42分 r:~ 菩芝。、之量点にめ?; 0 をのために~ j~ 
(A-けの紛紛条 EZの J うは 1 ，0 ・ '1 7 寸~!t1'去とitJf.llヲム
1l-1 
dr4:=A-frJU78tjfEJちdt (A・22)
-t:: 1. .1， ，'. lZ 
こ純正 dZJン ~ttiátJ dt 1= フ υ z Îifチ l~古百花勿/ニ. dffA，.bjt 
吟三 (8V"，・8勺)tど&， nXnのマムリックλ Mg (AI，I3I，J…， Bn-，) 
ぎ ~λ す ~ø 4こ命科リッ7λ41" ，;考之 ZII 云 1i管室l釘内勾 4~
l~ l'"正創tめ5と仮度予柁IJ."/1イマirノjr-(;-1を~z ，d'f.;，dt I(J. 
l-l-r!?! dfh I一 IdzllIK~ll (1・23)
d.jn-，J l d.tnJ 
t" めたえ~ J/7.~. ご1/2ま (11-21) の ~f~/:ft‘入すMZIJ;
J=) Mo(:C>l'-1-'1ωd虻 ω・2り
二こで・ HO(K)= (A(d~)， 80，{吃る…，sOI1-' (K)) (";'久 ri~ 11 
(riZ，1 rtX1J"'， clZ'Þf )t 正 ，=r..~， lJ ~o この紡宗 11. (A-2f)0~J愛
~'~i" 1^影ぞ却(X" ，川I") rtJの#lJiOt表Ji.e ilたこど£ぎDi
し.操作去をtl1j J.めたえ多グ的ヅ 1=殿孟:e{t) A必たえA
l~ ・ (A-2tf) 1: Jフマ 1M!J.?奈勾 tfl尉符ふニ ι正査はレ7.l I 
る。 エの Jクq変幻16. -1安 f空支寂-ól"冗 f屈め ~1るかこ丞可能
である. この場合l乙 1;;ηげ朗自の以態笈紋と ι'l X!r，."全t
とおさ (A-/)Iご dZ'nt'ノシt守 t1.つ11<約之沈d'Jり e
;l之れた間定員(J.， (A-24J の m~-i妥~ð.長太 1': q ~鰍i主 III
グに是，J t:-; IJ'とリフニとど・・あふ そのたd?l: ;丈瓦Ia.=t帯F
Z つの尉ぎ~ j(C)とA，(K)I.手入事 ~o
ヂ/
以/()'J:J: H(]e) ， ~(K)=A()(C)jIl(JC)，4{X') (A-2$) 
二こで" H{lC) ，ぷ 二えの i句i幻茄 14委ウ~7A 11.-7'・みるe
HI{た)/ペ~{瓦JLfkJ-AfkJあJt)}=o μ-26)
BL{ZJ会(ßo，~ β'~)，.・. Bon-，) 
iPfkJさ(18，. IBz，ー・IBn-1) 
この 9~ (A-14)のヂ定分IJ
J= J oωclt. 
¥ 
(A-27) 
安後I (AQ{K')H/(K)/ H(}()!lJ(K)} M{~) 主計算手必 11-"
AoH/ A.I _ AdH I AI ri"， / A AoHlB ¥ _ ，JI ~ 
万rM=辞 fdMovrjfO80j叫
よヲl (A・26)
Mo仰がぬ=AoH// flJAI i 9ω'os/j)Je 
(A・2$)
と別 I (，4-24) 0-1言タ瓜
Jづ 3ω ri~ (A-2i.ノ
l二グ~~と Jh ふ をこ l"(/I-2$"; a j奇亨朗荻~I'定;tざたと ι で
(A-2j) g 最末と手品:と l~ 乙 Z み J 会。 周-A-2I二示手二・・
どぐ， 3('K)= COJ1st ~ (，侃)=ωνtの等/あ線lttHJ宏17:1=J/D 
U 尼崎 こ成長の弱点正点綴Lた彪
穿鍔五点川恥iSづ l(11-21)1)にじご
長丈とリきこと 138fJ b .d'l・'#)ラ九九
間設IJ ， 多;丈 t 1.・ 8、フ.度l荻 i/z~イ1ft)




ι2.所管の初JειIa "9 ;)'と 11クニと Z"みる.国A-之
{:ネ L た ~!f広 1;). • 二丈の 1t"き1ð~f武・奈に周 9~ 長 J\ rÆ間!~
/; f (J) T1#-zめる
1M: {9(ω1ft (K，)= f J (A-2ρ 
二こ z.P IJ 1(17 X ター ("tf)グs この ft~Yの #;t~ 1cヤjと L
た/)~， こ;jz4(' 回d・2の第J宙純子ゐ品。従守 Z(A-;y) J %;1
171]."J 1141"， この涯勾fx^  f;A間設/;jt肩jl}にあ手<t1耳手乏
とLZ j長丈AyffZ3t、to~;h 7. l)似・勾。 ごの2f之J(Aゴ幻
の fk~;包たが 1.， l 1.1之1;".r fz(ptJ の t~1J' に対;; (; fj{ぇ:)のrt1i
のrt正義夫と j~ J Iほアク乙3シま 4ゆ;r‘Mlリ成iJJJ と
りフニとになるe この渇/jtt: /l)~ぎ/受とりお花 3 るの♂ゐツ
(14τlS)のfJl)f，'! #lu "(馬安εtlt~ ~と
d 4~ (ò9/()~)tj lJ {o(Ao/HlA)/批}dJC 
S(l:.)勺五一=(dl:./制ば - HI (j~ 
と引， ~(~)~ jrJC) 乏苅~ rJ < zる成/fdfZノi23fSさ坑
ふ ごの/家庭ZGF庶のアク;:;シ 7功 J操作笈むと関芝山7
舎に IJ. .1)どに えの iMf.伊奈川笥f，f(A-22) f 1t'λ q JIZli J 
け.安際 dだ 13(A・22)1ツ，4dtヵrB)・50・4tr-itOX2dt. 
i(j(AoI勿IAJ)/OどJ( AJT ~ 8，; I1j) JfkJ=J {ft-JO，) HJ{Ai・"i'Zi.む1;・J
と計写とiI7.~b こご Z"HJ IJ. (/)‘2/) J' 'l.ik Jグよ化)IJ.， 
約五秒j受 IJ~定り従クメル刈とめ JV JCの度j数ど ιZ禾.
めゑこ ι-?¥"z，.Z 幼危t~寸花元 (Il~25) J解く 1stf. J(J rJ l弘
この度/受£同 1}Z， 長jE)件~;!Æ 1llJ T;'ヲチ453ijiJJ;
(i) 初lnI広xω ，"よfkJE jZXi=手品物2会広幸2JE)内z"
足11t:子。
93 
(Ii) このめ‘ J(A-;J にずfλιz依/1¥Oj fu~ (J t だ Jt ヂ.~o 9/). 
{ω fijLtJ J423X(41t J iご対ιZ. 品IfSffC) 1 t:f.レ. を
成主最A1:手五 Uja !l.1，J :J 9 0 
(iv) 以下.(i) (/i/J左綬l互孔
二の草花は緩dι57草IJ. B号fl)rεる13めです吋 tの1;実2
-91厨定 ξ;!lzu小 I81= I;J. 安丹その存縮問1のfAl.ス7177。
二、.とにat~ [.，て. ぞJIl/)1'最天ど 1J~ 0ラ点 Z<[TOl~ ifl会。 J
た l有 tf~/i'J"をi!zl1J) rtJ に史ぞ I~ f， H!さIflZ IJ j B~ I=. I;J I ネヨ創
EZTβ‘~r.のおJ草 Z すすめると伺的 1:::::，終JZJリibi悶才向
1: ~tl. l すすめ 1 I1;J拘乏が沿4与す3崎氏z・67算左打ri)る。
ぞの(1:.の若々の J色野手Ï(千がイ守され 'Z ')~t.易~Iつは ヲグヴ
ン乙Hzjf絞tf手)¥1Z ~(千{才問題J:. そ此 υLの問題1-;1)認
する η/)1"41i1J Z" Jiぅフ。 たとえば'終局B~ ra~ T 1)1匂 f.firtと
Jl.て¥I ?;t号;{dlτ叫.Jf来の6f(@聞をZに 1;'約?<. 
ム=:J-λLμ 
!1i1\ r亡する P:Jt~/~ りれ比五。 ここす・・λIJ-~ TJ.ラグヲン
シL桑す1r"(T;ツ.終2あD1創t(eJ h屈にと5J先aT 
以工のこ"とく， t芝界余f千1=封司る工夫ま υ〈づか筆箱L
ておく 1ズ字。¥"/)a Iこ ιZる，綬Ji.L計算を爪自身 IJ. きが
めて単従7・8うI}.りわゆる収索37草lτ殺qるるのl耳、リヴ
さ、3不fで・め tj. 37耳目奇聞に関司る 1\、最ほ lð ι んど'vl/~ と
L tJL I z"J. ¥1ごと liJ ^ ~ tJ刻点とりえJフ. この手iゑの





tlI.f (-lIJ2 i;) : 符mの関空1.Uftん，" o~t ζ T -K' ，ごみ/J
て 52jJ3仰 jーλ}必










よづZ.%8 {Z/4仰fアウ1/J ;[ti Ã とす åD あごを jy 五 Id~
fJfMjM/rdサ7/ZMM/f
T;f 




j5の ~fljの内容 IJ ;，之の補!!1の lf~t'表現e.Jfla.
稲忽:utt) li J ()~ r;ω)() グめた乙~ I1.zu J~， 
拘針案j子
1T= T1{U{t)-li，) V{fl)=v;" ()ピV¥.<厚I /J，<U ~よ仏 tt，ノ
のると Z"
J=よ7ydMノd
1.1.1.とすj 1 /J 
Zど=ρ (77ぐliの局)， 1=1(1) (~l7jの B1)
Tめ会。
証明:7'トン@Jfε 嗣lJ Z 長Bf.I手jo (t. l!JーヂIJA J4乙
u=ρ~ /L: lL~ I二 tt/ë. ダ~ l ノ干の初遁と V=~テ I t= Tの2;t.
のE線/こよヲ Z@ j.Jh， jAI減;E;?r~宕縛必ずみる{下回)。
物J!，4net f1!.のfE妻の t=TTJ 3 1T.l 〆 ~ 
直線z係る拘丞、たとえばAf' 7 
とまJ雪之 Jの/，!lrC授すん V 
ゐ-J;，e， -f1ωイyr;dtむ I
一 J'lRP LJI'， 
FZIZ をフ lJ の f，1 IJ~友化 L TJ 0 t T 
c "'1'乙.fIl，1Ec A ie/につ 11ぐ治之た男7JOACをどdEE£
CC1X9 Jこと/こ J'l




5 ニ ι~;t意〆 Z がど。 すtJlf)ろ-1生新!ABC，C河 IJ(t;刀
デ1匂t.JJ3311~ IJでめリ‘q.ttj")0どめ7bぢz.L1J>ρとヅフ f
， I{}.拘孟必lafE 乏でか向、~， JJf7.末よ o;)新孟
i手H2z-bs. このこと Jツ 初;怠の局拐さ待ム ε6
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